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大口町老人クラブ連合会

　老人クラブの活動が盛んな大口町。チャリティーグラ
ウンドゴルフ大会では、各地区の老人クラブ会員が日頃
の練習の成果を発揮し親睦を深めました。皆さん元気で
一打一打真剣にプレーされる姿がとても印象的でした。

まちの話題 P28
自転車運転者講習制度がスタート
Be Ambitious　広瀬　優樹さん（河北）

P3特集　祝！松江城天守　国宝指定へ
P21

P31
P30

夏休みチャレンジ講座

母の背中を見て



あなたのお手元に災害時の緊急情報をお知らせする！

防災・防犯メール配信サービス

携帯電話からの登録方法　携帯電話から下記メールアドレス
へ空メールをお送りください。送信された携帯電話のメール
アドレスあてに「本登録」の手順をご案内します。
oguchi@entry.mail -dpt . jp

QR コードを使用できる機種をお持ちの
方は右の QR コードをお使いください。
迷惑防止のためのドメイン指定が必要な
方は town.oguchi . lg. jp、アドレス指定が
必要な方は bousai@town.oguchi.lg.jpを許可してください。
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※

NO.677

あんしん・安全ねっとあんしん・安全ねっと

日 月 火 水 木 金 土

12 13 14 15 16 17 18

5 6 7 8 9 10 11

26 27 28 29 30 31 8/1

19 20 21 22 23 24 25

29 30 7/1 2 3 46/28

今井医院

みずの整形外科

いずみ内科
伊藤整形・内科あいち
腰痛オペクリニック

石田整形外科

・保健センターがん検診（13）
　乳がん検診（MMG）
　子宮頸がん検診

・大口中保育園庭開放（17） ・普通救命講習会（10）
・愛知駅伝記録会

・１０か月児健診（15）
・歩く健康の集い（15）
・しなやかお達者の会豊田（15）

・1歳6か月児健診（15）
・しなやかお達者の会余野（15）
・消費生活相談（22）
・ワークセンター入会説明会（24）

・母子健康手帳交付説明会（15）
・法律相談（22）
・親子ふれあい広場（25）

・2歳3か月児歯科健診（15）
・らくらく離乳食教室（15）
・ポールウォーキング自主活動（15）
・西保育園庭開放（17）
・多重債務者相談（22）
・心配ごと相談（22）

・子育て相談室（15）
・大口中保育園庭開放（17）

・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・ひだまりの会（15）
・若者の就職相談会（22）

・4か月児健診（15）
・ポールウォーキング自主活動（15）
・南・北保育園庭開放（17）
・登記相談（22）
・心配ごと相談（22）

・トヨタ紡績（株）＆大口町役場
 見学バスツアー（11）
・ポールウォーキング自主活動（15）
・家庭児童相談（22）

・さくら大学（23）
　

・３歳児健診（15）
・ポールウォーキング自主活動（15）
・男性のポールウォーキング体験講座（15）
・ポールウォーキング初心者講座（15）
・心配ごと相談（22）

・母子健康手帳交付説明会（15）
・南・西・北保育園庭開放（17）
・親子ふれあい広場（25）

・歩く健康の集い（15）
・しなやかお達者の会豊田（15）

・雑誌のリユース（19）・しなやかお達者の会余野（15）・みんな集まれおはなし会（19）
・盆踊り講習会（23）

・夏のこども映画会（19）

・ポールウォーキング自主活動（15）
・2万人体力測定（17）

・BCG（15）
・体力測定（15）
・健康相談（15）
・口腔相談（15）
・ひだまりの会（15）

・夏休み親子講座（11）

・子育て相談室（11） ・普通救命講習会（14）

・海外救援衣料回収（22）

・1歳6か月児健診（11）
・しなやかお達者の会余野（11）
・消費生活相談（18）
・ワークセンター入会説明会（23）

・歩く健康の集い（11）
・しなやかお達者の会豊田（11）

・母子健康手帳交付説明会（11）
・成年後見相談（18）
・親子ふれあい広場（21）

・2歳3か月児歯科健診（11）
・もぐもぐ教室（11）
・ポールウォーキング自主活動（11）
・南・西・北保育園庭開放（13）
・多重債務者相談（18）
・法律相談（18）
・心配ごと相談（18）

・集団検診（10）
　乳がん検診（超音波）
　乳がん検診（MMG）
　子宮頸がん検診　

・フレッシュママの会（11）
・健康相談（11）
・口腔相談（11）
・ひだまりの会（11）
・厚生年金相談（18）
・若者の就職相談会（18）

・大口中保育園庭開放（13）

・4か月児健診（11）
・ポールウォーキング自主活動（11）
・登記相談（18）
・家庭児童相談（18）
・心配ごと相談（18）

・集団検診（10）
　前立線がん検診
　肺がん検診
・肺がん検診（10）
　大屋敷学共施設
　保健センター
・さくら大学（19）

・愛知駅伝記録会・肺がん検診（10）
　中小口コミュニティセンター
　大口住宅集会室
　余野学共施設
　

・３歳児健診（11）
・ポールウォーキング自主活動（11）
・人権相談（18）
・行政相談（18）
・心配ごと相談（18）

・肺がん検診（10）
　豊田学共施設
　秋田学共施設
　外坪学共施設
・母子健康手帳交付説明会（11）
・南・北保育園庭開放（13）
・親子ふれあい広場（21）

・肺がん検診（10）
　河北学供施設
　上小口学供施設
　下小口学共施設
・しなやかお達者の会余野（11）

・雑誌のリユース（15）
・公開プレゼンテーション（23）

・１０か月児健診（11）
・歩く健康の集い（11）
・しなやかお達者の会豊田（11）

・歯の健康センター（8）

・みんな集まれおはなし会（15）
・大口町消防団小型
　ポンプ操法大会（21）

・ポールウォーキング自主活動（11）
・西保育園庭開放（13）
・2万人体力測定（13）

・BCG（11）
・体力測定（11）
・健康相談（11）
・口腔相談（11）
・ひだまりの会（11）

・集団検診（10）
　胃がん検診
・大口中保育園庭開放（13）

・不動産相談（18）

※（　）内はページ数です　※児童センターの行事予定については「児童センターだより」をご覧ください
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５
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税務課収納窓口の開設　26日（日）午前8時30分から午後0時30分

戸籍保険課
窓口延長日

8日（水）
22日（水）午後7時まで

業務内容：住民票、印鑑登録証明
戸籍証明書（謄本、抄本のみ）の発行、印鑑登録事務

●固定資産税・都市計画税（2期）●国民健康保険税（2期）
●下水道受益者負担金（前納・1期）
●介護保険料（2期）●後期高齢者医療保険料（1期）

納期限：7月31日（金）
月　日 病院・医院名 電　話

7月5日 みずの整形外科 94-2210

12日 今井医院 95-2534

19日 いずみ内科 92-2511

20日 伊藤整形・内科あいち
腰痛オペクリニック 92-3388

26日 石田整形外科 92-1100



　

５
月
15
日
、
文
化
審
議
会
は
、
島
根
県

松
江
市
に
所
在
し
、
大
口
町
出
身
の
武
将
、

堀
尾
吉
晴
公
を
は
じ
め
と
し
た
堀
尾
氏
が

築
城
し
た
松
江
城
天
守
を
、
国
宝
に
指
定

す
る
よ
う
に
文
部
科
学
大
臣
に
答
申
し
ま

し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
松
江
城
天
守
は
、
す
で
に

天
守
が
国
宝
に
指
定
さ
れ
て
い
る
松
本
城

（
長
野
県
）、
犬
山
城
（
愛
知
県
）、
彦
根
城

（
滋
賀
県
）、姫
路
城
（
兵
庫
県
）
と
と
も
に
、

５
件
目
の
指
定
と
な
り
ま
す
。

　

松
江
城
は
、
日
本
全
国
に
所
在
す
る
現※

存
天
守
12
棟
の
う
ち
の
１
棟
で
、
山
陰
地

方
で
は
唯
一
の
も
の
で
す
。
慶
長
12
年

（
１
６
０
７
年
）か
ら
慶
長
16
年（
１
６
１
１

年
）
の
５
年
を
か
け
て
築
造
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
国
宝
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

3平成27年7月

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口
町
と
松
江
市

祝
！
堀
尾
氏
が
築
城
し
た
松
江

城
天
守
、
国
宝
指
定
へ

▲堀尾吉晴公銅像（松江城大手前広場）

島根県松江市殿町　松江城島根県松江市殿町　松江城

松
江
城
と
は
？

天
守
は
、
彦
根
城
や
犬
山
城
と
同
じ
よ
う

に
、
天
守
入
口
の
防
備
を
固
く
す
る
た
め

に
付
け
た
櫓
や
ぐ
ら（
付
櫓
）
が
あ
る
複
合
式

望ぼ
う
ろ
う
が
た

楼
型
で
、
四
重
五
階
、
地
下
一
階
と
な
っ

て
い
ま
す
。
入い
り
も
や
は
ふ

母
屋
破
風
の
屋
根
が
、
ま

る
で
千
鳥
が
羽
を
広
げ
た
よ
う
に
見
え
る

く
ら
い
見
事
な
こ
と
か
ら
、別
名「
千
鳥
城
」

と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

地
下
は
籠
城
す
る
た
め
の
貯
蔵
倉
庫

「
穴あ
な
ぐ
ら蔵

の
間
」
が
あ
り
、
塩
な
ど
が
備
蓄
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
中
央
に
は
深
さ
約
24
m

の
井
戸
が
あ
り
、
水
の
補
給
を
す
る
こ
と

も
で
き
ま
し
た
。

　

天
守
を
支
え
る
柱
は
、
２
階
分
の
長
さ

の
通
し
柱
を
多
く
用
い
る
独
特
の
特
徴
が

あ
り
、
城
郭
建
築
の
変
遷
を
考
え
る
上
で

貴
重
な
手
が
か
り
に
な
る
こ
と
か
ら
、
国

宝
指
定
の
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
柱
を
み
る
と
、
周
囲
に
板
を
貼

※�

現
存
天
守　

日
本
の
城
の
天
守
の
う
ち
、
江

戸
時
代
ま
た
は
そ
れ
以
前
に
建
設
さ
れ
、
現

代
ま
で
保
存
さ
れ
て
い
る
天
守
の
こ
と
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築
城
し
た
堀
尾
氏

明
治
時
代
以
降
の
松
江
城

　

松
江
城
を
築
城
し
た
堀
尾
氏
は
大
口
町

出
身
で
す
。
そ
こ
で
、
大
名
に
ま
で
登
り

つ
め
た
堀
尾
吉
晴
に
つ
い
て
改
め
て
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

堀
尾
吉
晴
は
、
父
泰
晴
と
と
も
に
岩

倉
城
の
織
田
信
安
に
仕
え
て
い
ま
し
た

が
、
岩
倉
城
が
織
田
信
長
に
攻
め
落
と
さ

れ
、
牢
人
（
浪
人
）
と
な
り
ま
す
。
そ
の

後
、
豊
臣
秀
吉
に
仕
え
、
数
々
の
重
要

な
戦
で
武
功
を
重
ね
ま
し
た
。
天
正
18
年

（
１
５
９
０
）、
小
田
原
北
条
征
伐
の
功
績

に
よ
り
、
遠
江
国
浜
松
十
二
万
石
を
与
え

ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
時
吉
晴
は
、
徳
川
家

康
が
築
城
し
た
浜
松
城
に
高
い
石
垣
を
積

み
、天
守
の
あ
る
城
へ
大
改
修
し
ま
す
。『
普

請
上
手
』
と
い
わ
れ
た
吉
晴
は
、
長
浜
城

（
滋
賀
県
）、
安
土
城
（
滋
賀
県
）、
聚
じ
ゅ
ら
く
だ
い

楽
第

（
京
都
府
）
な
ど
の
築
城
に
も
関
わ
っ
た
と

さ
れ
、
後
に
そ
の
集
大
成
が
松
江
城
と
そ

の
城
下
町
に
活
か
さ
れ
ま
す
。

　

吉
晴
は
秀
吉
の
信
頼
も
厚
く
、
三
中
老

の
一
人
と
な
り
秀
吉
没
後
も
家
康
と
有
力

▲大口町堀尾跡一丁目の堀尾氏邸宅跡

特集

り
付
け
て
、
鎹
か
す
が
いや
鉄
輪
で
留
め
て
い
る
も

の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
「
包
つ
つ
み
い
た
板
」
と
呼

ば
れ
、
柱
の
割
れ
な
ど
、
不
良
な
木
材
の

体
裁
を
整
え
る
も
の
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。
天
守
に
近
づ
く
敵
に
石
を
落
と
し
て

攻
撃
す
る
た
め
の
「
石
落
と
し
」
や
、
鉄

砲
で
攻
撃
す
る
た
め
の
「
鉄
砲
狭は
ざ
ま間

」
が

各
所
に
あ
り
、
か
な
り
実
戦
的
な
天
守
で

あ
っ
た
こ
と
が
窺
う
か
がえ
ま
す
。

　

ま
た
、昭
和
25
年
か
ら
30
年
（
１
９
５
０

年
か
ら
１
９
５
５
年
）
に
実
施
さ
れ
た
天

守
の
解
体
修
理
工
事
の
際
、
築
城
し
た
堀

尾
家
の
家
紋
（
分ふ
ん
ど
う
も
ん

銅
紋
）
に
「
富
」
と
い

う
文
字
が
入
っ
た
刻
印
の
あ
る
建
築
部
材

が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
は
、
松
江
城
以
前
に
堀
尾
氏
が
拠

点
と
し
て
い
た
月が
っ
さ
ん
と
だ
じ
ょ
う

山
富
田
城
（
安
来
市
広

瀬
町
）
の
部
材
を
、
松
江
城
築
城
時
に
一

部
転
用
し
た
と
い
う
伝
承
が
あ
り
、
そ
れ

を
裏
付
け
る
貴
重
な
資
料
と
さ
れ
て
い
ま

す
。

大
名
と
の
仲
裁
役
と
し
て
大
き
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。
そ
し
て
、
慶
長
５
年

（
１
６
０
０
）
の
関
ヶ
原
の
戦
い
の
功
績
に

よ
り
、
出
雲
・
隠
岐
二
十
四
万
石
を
与
え

ら
れ
、
月
山
富
田
城
へ
入
り
ま
す
。

　

入
国
当
時
、
吉
晴
は
隠
居
の
身
で
し
た

が
、
政
治
に
深
く
か
か
わ
っ
て
お
り
、
当

主
忠
氏
の
サ
ポ
ー
ト
役
に
あ
た
っ
て
い
た

と
考
え
ら
れ
ま
す
。
後
に
吉
晴
・
忠
氏
親

子
は
、
城
下
を
広
く
と
る
こ
と
が
で
き
、

水
運
に
も
便
利
な
今
の
松
江
に
城
と
城
下

町
を
移
す
こ
と
に
決
め
ま
す
。
し
か
し
、

城
の
候
補
地
に
つ
い
て
二
人
の
意
見
が
分

か
れ
ま
し
た
。
２
人
が
床
几
に
腰
か
け
て

城
の
候
補
地
を
話
し
合
っ
た
と
伝
え
ら
れ

る
場
所
は
現
在
『
床し

ょ
う
ぎ
さ
ん

几
山
』
と
呼
ば
れ
て

い
ま
す
。
し
か
し
２
人
の
意
見
が
対
立
し

て
い
た
慶
長
９
年
（
１
６
０
４
）、
忠
氏
が

28
歳
の
若
さ
で
急
逝
。
世
継
ぎ
で
あ
る
忠

晴（
吉
晴
の
孫
）が
ま
だ
６
歳
だ
っ
た
の
で
、

吉
晴
は
忠
氏
の
意
志
を
継
ぎ
、
忠
氏
が
主

張
し
た
亀
田
山
に
城
を
築
く
こ
と
に
決
め

た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
吉
晴
が
こ
れ
ま
で

の
知
識
・
経
験
全
て
を
注
ぎ
込
み
、
松
江

城
と
城
下
町
は
慶
長
12
年
（
１
６
０
７
）

か
ら
慶
長
16
年
（
１
６
１
１
）
ま
で
整
備

が
続
き
ま
す
。
し
か
し
吉
晴
は
全
て
の
整

備
が
完
了
す
る
直
前
に
こ
の
世
を
去
り
ま

し
た
。
松
江
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
の
礎

を
築
い
た
吉
晴
を
松
江
市
で
は
「
松
江
開

府
の
祖
」
と
称
し
、
平
成
25
年
に
は
松
江

城
大
手
前
広
場
に
吉
晴
の
銅
像
が
建
立
さ

れ
ま
し
た
。

　

吉
晴
亡
き
後
、
忠
晴
は
35
歳
と
い
う
若

さ
で
亡
く
な
り
、
跡
継
ぎ
が
い
な
か
っ
た
た

め
、
堀
尾
氏
に
よ
る
松
江
の
統
治
は
終
わ
り

を
告
げ
ま
す
。
堀
尾
氏
の
次
に
京
極
氏
が
入

り
ま
す
が
一
代
で
終
わ
り
、
そ
の
次
に
入
っ

た
松
平
氏
が
幕
末
ま
で
続
き
ま
す
。

　

明
治
維
新
を
迎
え
、
松
江
城
は
明
治
２

年
（
１
８
６
９
）、
版
籍
奉
還
と
同
時
に

陸
軍
省
の
所
管
と
な
り
ま
す
。
明
治
６
年

（
１
８
７
３
）
の
廃
城
令
が
公
布
さ
れ
た
二

年
後
に
は
天
守
を
除
く
全
て
の
建
造
物
が
撤

去
さ
れ
ま
す
。
天
守
も
１
８
０
円(

当
時)

で
売
却
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
元
松
江
藩

士
や
地
元
の
有
志
に
よ
り
落
札
の
同
額
を
納

め
て
買
い
戻
さ
れ
、
天
守
は
保
存
さ
れ
る
こ

堀
尾
氏
略
系
図

堀
尾
泰
晴

吉
晴

金
助

忠
氏　

忠
晴

入
い り も や は ふ

母屋破風

▲重厚な雰囲気の「包板」



回
の
松
江
城
天
守
国
宝
化
に
よ
り
、
祈
祷

札
２
枚
と
、
昭
和
25
年
か
ら
30
年
の
解
体

修
理
工
事
で
確
認
さ
れ
た
地
鎮
に
関
す
る

資
料
が
、
松
江
城
創
建
に
関
わ
る
貴
重
な

資
料
と
し
て
、
国
宝
附
つ
け
た
り

指
定
（
国
宝
の

価
値
を
証
明
、
ま
た
は
根
拠
と
な
る
も
の

で
、
国
宝
の
一
部
に
な
る
）
さ
れ
ま
す
。

　

松
江
城
天
守
の
国
宝
指
定
に
関
す
る
知

ら
せ
を
受
け
、
大
口
町
で
も
、
広
報
お
お

ぐ
ち
平
成
27
年
１
月
号
か
ら
３
月
号
ま
で

の
特
集
「
縁
結
び
―
堀
尾
氏
が
繋
ぐ
大
口

町
と
松
江
市
―
」
で
紹
介
し
た
『
堀
尾
史

蹟
顕
彰
会
』
や
『
丹
羽
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ

ブ
』、
そ
し
て
「
裁
断
橋
物
語
」
に
ま
つ
わ

る
大
口
南
小
学
校
な
ど
、
長
年
松
江
市
と

の
交
流
を
重
ね
て
き
た
皆
さ
ん
が
歓
喜
に

沸
き
ま
し
た
。

　

ま
た
５
月
20
日
か
ら
23
日
ま
で
の
３
日

間
、
能
海
副
市
長
を
は
じ
め
と
し
た
松
江

市
行
政
視
察
団
が
大
口
町
を
訪
れ
、
八
剱

社
（
堀
尾
氏
邸
宅
跡
）
の

一
角
に
所
在
す
る
堀
尾
社

で
、
松
江
城
天
守
国
宝
化

の
報
告
を
さ
れ
ま
し
た
。

３
月
末
に
は
県
営
小
牧
空

港
か
ら
出
雲
空
港
ま
で

F
D
A
の
直
通
便
が
就
航

し
、
大
口
町
と
松
江
市
の

5平成27年7月

▲松江城天守祈祷札（２枚）
※松江歴史館提供

特集

と
に
な
っ
た
の
で
す
。

　

明
治
23
年
（
１
８
９
０
）
か
ら
再
び
松

平
氏
の
所
有
と
な
っ
た
松
江
城
は
、
昭
和

２
年
（
１
９
２
７
）、
松
江
市
へ
寄
贈
さ
れ

ま
し
た
。

　

昭
和
10
年
（
１
９
３
５
）、
国
宝
保
存
法

で
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
が
、
昭
和
25

年
（
１
９
５
０
）
の
文
化
財
保
護
法
の
施

行
に
よ
り
国
宝
の
指
定
種
別
が
変
更
さ
れ
、

松
江
城
の
築
城
さ
れ
た
年
代
を
特
定
す
る

資
料
が
不
十
分
と
し
て
、
国
の
重
要
文
化

財
に
変
更
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

近
年
、
松
江
城
の
国
宝
化
の
機
運
が
活

発
に
な
っ
た
の
は
、
平
成
19
年
か
ら
23

年
に
松
江
市
で
開
催
さ
れ
た
松
江
開
府

４
０
０
年
祭
の
時
で
し
た
。
平
成
21
年
に

は
松
江
市
民
有
志
に
よ
り
「
松
江
城
を
国

宝
に
す
る
市
民
の
会
」
が
発
足
し
、
国
に

国
宝
指
定
を
求
め
る
署
名
活
動
が
始
ま
り

ま
し
た
。　
　

　

大
口
町
の
『
堀
尾
史
蹟
顕
彰
会
』
も
こ

の
署
名
活
動
に
協
力
し
、
大
口
町
の
人
口

に
匹
敵
す
る
ほ
ど
の
署
名
を
集
め
ま
し
た
。

　　

松
江
市
が
松
江
開
府
４
０
０
年
祭
で
盛

り
上
が
っ
て
間
も
な
く
、
平
成
24
年
５
月

21
日
に
松
江
城
の
二
の
丸
に
所
在
す
る
松

江
神
社
で
、
松
江
城
創
建
に
関
わ
る
祈
祷

札
２
枚
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
松

江
城
天
守
が
完
成
し
た
際
に
、
地
鎮
の
た

め
使
わ
れ
た
も
の
で
す
。　

　

実
は
昭
和
12
年
（
１
９
３
７
）
に
松
江
城

天
守
を
調
査
し
た
研
究
者
が
そ
の
存
在
を
確

認
し
、
論
文
に
記
載
し
ま
し
た
が
、
祈
祷
札

の
存
在
は
長
ら
く
不
明
の
ま
ま
で
し
た
。

　

祈
祷
札
に
は
地
鎮
の
祈
祷
を
お
こ
な
っ

た
日
付
と
し
て
、
慶
長
16
（
１
６
１
１
）

年
と
記
載
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
長

年
国
宝
指
定
へ
の
課
題
と
な
っ
て
い
た
築

城
年
代
に
関
す
る
資
料
に
な
る
た
め
、
国

宝
指
定
へ
の
機
運
は
さ
ら
に
高
ま
っ
た
の

で
す
。
翌
年
（
平
成
25
年
）
に
は
松
江
市

指
定
文
化
財
と
な
り
ま
し
た
。
そ
し
て
今

堀
尾
氏
が
結
ぶ
大
口
町
と
松
江
市

国
宝
指
定
の
カ
ギ
「
祈き

と
う
ふ
だ

祷
札
」

距
離
は
さ
ら
に
近
く
な
り
、
簡
単
に
往
来

す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

堀
尾
氏
に
よ
っ
て
紡
が
れ
た
縁
が
、

４
０
０
年
の
時
を
越
え
大
口
町
と
松
江
市

を
結
び
、
そ
し
て
松
江
城
天
守
の
国
宝
化

に
よ
り
、
こ
の
縁
が
さ
ら
に
広
く
、
深
く
、

強
く
な
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

　

こ
の
ご
縁
を
大
切
に
し
、
松
江
市
民
の

皆
さ
ん
と
さ
ま
ざ
ま
な
交
流
が
で
き
た
ら

大
変
嬉
し
い
こ
と
で
す
。

▲堀尾吉晴供養塔（桂林寺境内）▲松江市行政視察団（堀尾跡公園にて）

▲ 2012年 町制施行50周年記念 金助桜まつり
「堀尾史蹟顕彰会」署名活動の様子
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大口町

発生状況
犯罪
大口町

発生状況
犯罪
大口町

発生状況
犯罪
昨年に
比べると減少
平成 26年に
町内で発生した
犯罪件数は 297件

平成26年　犯罪発生件数

凶悪犯（強盗等）

粗暴犯（暴行等）

知能犯（詐欺等）

風俗犯（わいせつ等）

その他（器物損壊等）

302

232

25

18

28

40

5

26

8

1

12

4

3

50

297

228

20

2

43

32

15

28

21

0

9

9

0

51

-5

-4

-5

-16

15

-8

10

2

13

-1

-3

5

-3

1

25年平
成 26年 前年比犯罪別 平

成

空き巣

忍込み

万引き

自転車盗

自動車盗

車上・部品狙い

自販機狙い

犯罪総数

窃 盗 犯

主
な
窃
盗
犯
の
内
訳

国民健康保険・後期高齢者医療加入の皆さんへ

　
国
民
健
康
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

　
納
税
相
談
を
お
こ
な
い
ま
す

　
入
院
な
ど
で
医
療
費
が
高
額
に
な
る
方
へ

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有

効
期
限
は
７
月
31
日
貊
ま
で
で
す
。
新

し
い
保
険
証
は
、
７
月
中
旬
に
「
簡
易

書
留
」
で
送
付
し
ま
す
。

保
険
証
の
有
効
期
限
に

　
　
　
ご
注
意
く
だ
さ
い

　

国
民
健
康
保
険
証
の
有
効
期
限
は
、
基

本
的
に
８
月
１
日
か
ら
翌
年
の
７
月
31
日

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
次
に

該
当
さ
れ
る
方
は
有
効
期
限
が
異
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

▽
75
歳
に
な
る
方

▽
70
歳
に
な
る
方

▽�
退
職
者
医
療
被
保
険
の
本
人
ま
た
は
扶

養
者
が
65
歳
に
な
る
方

　

詳
し
く
は
、
戸
籍
保
険
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

医
療
機
関
で
１
か
月
に
支
払
っ
た
窓
口

負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
を
超
え
た
場
合

は
、
後
日
申
請
に
よ
り
高
額
療
養
費
と
し

て
払
い
戻
し
さ
れ
ま
す
が
、 

受
診
時
に
「
限

度
額
適
用
認
定
証
」ま
た
は「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
を
医
療
機
関

に
提
示
す
る
こ
と
に
よ
り
、
自
己
負
担
限

度
額
ま
で
の
窓
口
負
担
で
す
み
ま
す
。

※�

「
限
度
額
適
用
認
定
証
」「
限
度
額
適
用
・

標
準
負
担
額
減
額
認
定
証
」
は
、
あ
ら

　

国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
に
つ
い
て
お

困
り
の
方
に
対
し
、
納
税
相
談
を
お
こ
な

い
ま
す
。
お
手
元
に
納
税
通
知
書
が
届
き

ま
し
た
ら
、
戸
籍
保
険
課
へ
お
越
し
く
だ

さ
い
。
ま
た
、
平
日
役
場
へ
お
越
し
い
た

だ
く
こ
と
の
で
き
な
い
方
の
た
め
に
、
下

記
日
程
で
休
日
納
税
相
談
を
お
こ
な
い
ま

す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

国
民
健
康
保
険
税

　
　
　
休
日
納
税
相
談

日
時　

７
月
26
日
豸

　

午
前
８
時
30
分
か
ら
午
後
０
時
30
分

場
所　

役
場　

戸
籍
保
険
課

か
じ
め
戸
籍
保
険
課
の
窓
口
へ
申
請
し

て
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ
い
（
保
険
証

と
印
か
ん
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
）。

※�

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
認
定
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
貊
ま
で
で
す
。
引
き

続
き
認
定
証
が
必
要
な
方
は
、
戸
籍
保

険
課
窓
口
で
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

国
保
税
を
滞
納
し
て
い
る
と
、
認
定
証

の
交
付
を
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。

受診する
ときに必要なもの 自己負担限度額

旧ただし書き所得
901 万円超

保険証、
限度額適用認定証

252,600 円＋
(医療費の総額－
842,000 円 ) × 1％
【4回目以降：　
　　　140,100 円】

旧ただし書き所得
600 万円超
901 万円以下

保険証、
限度額適用認定証

167,400 円＋
(医療費の総額－
558,000 円 ) × 1％
【4回目以降： 
　　　　93,000 円】

旧ただし書き所得
210 万円超
600 万円以下

保険証、
限度額適用認定証

80,100 円＋
(医療費の総額－
267,000 円 ) × 1％
【4回目以降： 　　　
　　　　44,400 円】

旧ただし書き所得
210 万円以下

保険証、
限度額適用認定証

57,600 円
【4回目以降： 
　　　　44,400 円】

住民税非課税世帯
保険証、
限度額適用・標準負
担額減額認定証

35,400 円
【4回目以降： 
　　　　24,600 円】
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国民健康保険・後期高齢者医療加入の皆さんへ

▽�

原
則
、
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら
の
差
し

引
き
）
と
な
り
ま
す
。
た
だ
し
、
特
別

徴
収
の
対
象
と
な
る
年
金
の
額
が
年
間

18
万
円
未
満
の
方
、
も
し
く
は
介
護
保

険
料
と
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
を
合

わ
せ
た
額
が
年
金
額
の
２
分
の
１
を
超

え
る
場
合
は
、
特
別
徴
収
に
は
な
り
ま

せ
ん
。

な
お
、
手
続
き
の
都
合
上
、
後
期
高
齢

者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
っ
て
す
ぐ
に

は
特
別
徴
収
に
は
な
り
ま
せ
ん
の
で
、

最
初
は
普
通
徴
収
（
納
付
書
等
で
の
個

別
納
付
）、
途
中
か
ら
は
特
別
徴
収
と
な

り
ま
す
。

▽�

年
金
か
ら
の
差
し
引
き
に
な
ら
な
い
方

に
つ
い
て
は
、
普
通
徴
収
（
納
付
書
等

で
の
個
別
納
付
）
と
な
り
ま
す
。
便
利

な
口
座
振
替
も
利
用
で
き
ま
す
の
で
、

戸
籍
保
険
課
窓
口
ま
た
は
町
税
等
取
扱

金
融
機
関
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

普
通
徴
収
の
納
期
は
、
７
月
か
ら
翌
年

２
月
ま
で
の
各
月
で
す
。

　

賦
課
の
も
と
と
な
る
所
得
金
額
が
58
万

円
以
下
の
方
は
、
所
得
割
額
が
50
％
軽
減

さ
れ
ま
す
。

　

後
期
高
齢
者
医
療
の
被
保
険
者
に
な
る

前
日
に
、
会
社
の
健
康
保
険
や
共
済
組
合

等
の
被
扶
養
者
（
国
民
健
康
保
険
お
よ
び

国
民
健
康
保
険
組
合
加
入
者
を
除
く
）だ
っ

た
方
は
、
保
険
料
の
均
等
割
額
が
９
割
軽

減
さ
れ
、
所
得
割
は
課
せ
ら
れ
ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

役
場　

戸
籍
保
険
課

　
蘂
95
ー

1
1
1
6　

平
成
27
年
度
　

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
決
定
し
ま
し
た

　
　
　
　
　

７
月
に
「
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知
書
兼
納
付
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す

保
険
料
の
支
払
方
法
・
納
期

所
得
割
額
の
軽
減

被
扶
養
者
だ
っ
た
方
の
特
例

保険料の計算方法

均等割額の軽減について

　保険料額は、一人ずつ均等に負担していただく「均等割額」と、所得に応じて負担して
いただく「所得割額」の合計額です。なお、一人あたりの上限額は年額57万円です。

　4月1日現在の世帯状況において、同じ世帯に属する「世帯主」と「後期高齢者医療被保
険者」の総所得金額等の合計額により均等割額が軽減されます。ただし、年金所得につい
ては、特例としてさらに15万円が控除されます 。

保険料額 ＝ 均等割額
45,761円 ＋ 所得割額

（総所得金額等－33万円）×9.00％

総所得金額等の合計が33万円以下の世帯で、同一世帯
内の被保険者全員が年金収入80万円以下で、その他各
種所得がない世帯（例えば給与収入等がある場合、控除
後の所得が0円の場合です）

総所得金額等の合計が33万円以下の世帯

総所得金額等の合計が
33万円＋（26万円×被保険者数）以下の世帯

総所得金額等の合計が
33万円＋（47万円×被保険者数）以下の世帯

均等割額を
9割軽減 

均等割額を
8.5割軽減

均等割額を
5割軽減

均等割額を
2割軽減

（41,185円）

（38,897円）

（22,881円）

（9,153円）

（軽減額）
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国民健康保険・後期高齢者医療加入の皆さんへ

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の

　
　
　
　
　
保
険
証
を
更
新
し
ま
す

　

現
在
交
付
さ
れ
て
い
る
保
険
証
の
有
効

期
限
は
７
月
31
日
貊
ま
で
で
す
。
新
し
い

保
険
証
は
、
７
月
中
旬
か
ら
下
旬
に
か
け

て
簡
易
書
留
で
送
付
し
ま
す
。

　

新
し
い
保
険
証
は
、
旧 

保
険
証
の
灰
色

か
ら
若
草
色
に
変
わ
り
ま
す
。
有
効
期
限

を
過
ぎ
た
保
険
証
は
使
用
で
き
ま
せ
ん
。

８
月
１
日
貍
以
降
に
医
療
機
関
等
で
受
診

す
る
と
き
は
、
必
ず
新
し
い
保
険
証
を
提

示
し
て
く
だ
さ
い
。

　

住
民
登
録
地
と
異
な
る
場
所
へ
保
険
証

の
郵
送
を
希
望
す
る
場
合
は
、
申
請
が
必

要
で
す
（
す
で
に
「
送
付
先
変
更
申
請
書
」

を
提
出
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
改
め
て
申

請
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
）。

　

印
か
ん
と
写
真
付
き
の
身
分
証
明
書
を

お
持
ち
の
上
、
戸
籍
保
険
課
で
申
請
し
て

く
だ
さ
い
。
な
お
、
送
付
先
を
住
民
登
録

地
へ
戻
す
場
合
に
も
申
請
が
必
要
で
す
。

すこやか健康診査を
受けましょう

　7月から健康診査が始まります。ご自
身の健康状態や日ごろの生活習慣を確認
し、すこやかな生活を送るため、この機
会にぜひ受診しましょう。
受診場所　大口町・扶桑町内の医療機関
受�診方法　事前に医療機関に予約し、健
康診査記録票・保険証等を持参の上受
診してください。詳しくは事前に送付
した通知書をご覧ください。

実施期間
　7月 1日（水）～ 10月 31日（土）

　
各
種
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

▽�

精
神
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
（
精
神
通
院
医
療
の
み
）
を

お
持
ち
の
方
へ

▽
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
へ

　

精
神
障
害
者
医
療
費
受
給
者
証
の

有
効
期
限
が
、
今
年
の
７
月
31
日
貊

ま
で
と
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象
の
方

に
は
７
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費
受
給
者

証
を
８
月
に
更
新
し
ま
す
。
対
象
者 

に
は
７
月
中
旬
に
通
知
し
ま
す
の

で
、
期
日
ま
で
に
手
続
き
を
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
母
子
・
父
子
家
庭
医
療
費

受
給
者
証
に
つ
い
て
は
、
所
得
制
限

が
あ
り
ま
す
。

所
得
制
限

▽
扶
養
０
人
の
場
合　

１
９
２
万
円

▽
扶
養
１
人
の
場
合　

２
３
０
万
円

▽
扶
養
２
人
の
場
合　

２
６
８
万
円

▽
扶
養
３
人
の
場
合　

３
０
６
万
円

▽
扶
養
４
人
の
場
合　

３
４
４
万
円

問
合
せ
先　

役
場　

戸
籍
保
険
課

　
蘂
95
ー

1
1
1
6
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大
口
町
で
は
、
平
成
20
年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法

律
」
に
基
づ
き
、
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
（
内
臓
脂
肪
症
候
群
）
の
該
当
者
お
よ
び

予
備
軍
を
減
少
す
る
た
め
、
40
歳
以
上
の
方
に
対
し
て
、
特
定
健
康
診
査
・
特
定
保
健
指
導

を
実
施
し
て
い
ま
す
。

まめに
健康チェック

まめに
健康チェック

まめに
健康チェック

振
り
返
ろ
う
生
活
習
慣
！ 

始
め
よ
う
健
診
習
慣
！

　

特
定
健
康
診
査
は
、
大
口
町
ま
た
は
扶

桑
町
の
各
医
療
機
関
で
受
診
で
き
ま
す
。

実�

施
期
間　

７
月
１
日
貉
か
ら
10
月
31
日

貍
実
施
場
所　

次
の
各
医
療
機
関

◆�

大
口
町　

▽
今
井
医
院
▽
佐
野
医
院
▽

さ
く
ら
総
合
病
院
▽
す
ず
い
ク
リ
ニ
ッ

ク
▽
み
ず
の
整
形
外
科
▽
や
ま
だ
ク
リ

ニ
ッ
ク
▽
み
ど
り
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
山
田

外
科
内
科

◆�

扶
桑
町　

▽
か
つ
し
家
庭
医
療
医
院
▽

い
ず
み
内
科
▽
神
尾
外
科
▽
久
永
内
科

ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
江
口
医
院
▽
か
め
い
ク

リ
ニ
ッ
ク
▽
柳
瀬
医
院
▽
大
川
外
科
胃

腸
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
山
田
フ
ァ
ミ
リ
ー

ク
リ
ニ
ッ
ク
▽
伊
藤
整
形
・
内
科
ク
リ

ニ
ッ
ク
▽
光
村
医
院

対�

象
者　

40
歳
以
上
の
大
口
町
国
民
健
康

保
険
加
入
者
お
よ
び
後
期
高
齢
者
医
療

該
当
者

費�
用　

１
０
０
０
円
（
後
期
高
齢
者
医
療

該
当
の
方
は
無
料
）

受�
診
方
法　

対
象
者
に
は
事
前
に
健
康
診

査
記
録
票
を
送
付
し
ま
す
。
受
診
の
際

は
、
各
医
療
機
関
へ
予
約
の
上
、
記
録

票
と
保
険
証
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

※
受
診
前
は
食
事
を
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

※�

大
口
町
内
の
医
療
機
関
で
は
、
町
の
個

別
が
ん
検
診
も
受
診
す
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。
予
約
時
に
そ
の
旨
を
お
伝
え
く

だ
さ
い
（
別
途
費
用
が
か
か
り
ま
す
）。

　

平
成
27
年
度
に
大
口
町
国
民
健
康
保
険

ま
た
は
後
期
高
齢
者
医
療
が
実
施
す
る
人

間
ド
ッ
ク
を
受
診
さ
れ
る
方
は
、
改
め
て

特
定
健
康
診
査
を
受
診
す
る
必
要
は
あ
り

ま
せ
ん
。

問
合
せ
先　

役
場　

戸
籍
保
険
課

　
蘂
95
ー

1
1
1
6

急増
して

いま
す！

○○
病

1位

2位 ○○病

3位 がん

あな
たは

大丈
夫?!

糖尿病
正解は…

筋・骨格系
（関節症 腰痛など）

この
病気
は、
新規
受診
する
人が
多い

生活
習慣
病の

第２
位に
もラ
ンク
イン

!!

自覚症状はなくても、
体はSOSを出しています！
　男性は60歳以降、女性は50歳以
降で急激に高血糖の割合が増加して
います。40歳代でも4人に１人の割
合で血糖値が高くなっているのがわ
かります。

　また、痩せているから心
配ない…と思っているあな
たも要注意！「メタボじゃな
くても高血糖」という方も
増えているのです。
血液の中身は、健診を受け
なければわかりません。

※掲載の健診結果等は、大口町国民健康保険加入者のデータです。

年に一度の特定健診は必ず受診しましょう。

血糖値を確認する
HbAlcの所有見者

男性
女性

26.1
20

58.8 57.4 58.7 60.1
53.8
59.5

35.5

51.8

40歳代 50歳代 60～
64歳代

65～
69歳代

70～
74歳代

0

10

2020

3030

40

50

40

50

60

70

80



～
地
域
住
民
か
ら
頼
ら
れ
る

                

消
防
士
を
め
ざ
し
て
～

　

各
種
災
害
に
対
応
す
る
救
助
技
術
と
知

識
の
向
上
を
図
る
た
め
、
東
海
３
県
の
救

助
隊
員
が
一
堂
に
会
し
、
第
44
回
消
防
救

助
技
術
東
海
地
区
指
導
会
が
７
月
29
日
貉

に
三
重
県
鈴
鹿
市
の
三
重
県
消
防
学
校
で

開
催
さ
れ
ま
す
。

　

丹
羽
消
防
署
で
は
、
５
種
目
の
競
技
に

参
加
予
定
で
全
国
大
会
を
目
指
し
若
手
救

助
隊
員
が
日
々
訓
練
に
励
ん
で
い
ま
す
。

　

訓
練
は
、大
会
前
日
ま
で
毎
日（
午
前
中
）

実
施
し
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
の
応
援
が
隊

員
の
力
と
な
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
見

学
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。　

　

な
お
、引
揚
救
助
、ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん
、

は
し
ご
応
用
登
は
ん
に
つ
い
て
は
、
尾
張

地
区
予
選
会
で
優
秀
な
成
績
を
収
め
た
救

助
隊
員
は
、
８
月
29
日
貍
に
兵
庫
県
で
開

催
さ
れ
る
「
第
44
回
全
国
消
防
救
助
技
術

大
会
」
に
出
場
で
き
ま
す
。

丹
羽
消
防
署
が
出
場
す
る
種
目

陸
上
の
部
（
４
種
目
）

　　

　

10 平成 27 年 7 月

―
普
通
救
命
講
習
会
―

日
時　

７
月
18
日
貍　

午
前
９
時
か
ら
正
午　
　
　

場
所　

丹
羽
消
防
署　

大
口
出
張
所

申
込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

　

丹
羽
消
防
署
本
署　

蘂
95
―

５
１
５
１

　

大
口
出
張
所　
　
　

蘂
95
―

0
１
１
９

第
44
回
消
防
救
助
技
術

                   
東
海
地
区
指
導
会

▲�水平に張られたロープ（20 ｍ）を
渡り、助けが必要な人を隣の建物等
から、救出する訓練です。　

          　　   　（訓練場所／消防本部）

▲�７ｍの高さから隊員が降り、助けが
必要な人を救出する訓練です。

                   　（訓練場所／消防本部）

▲ �2 人１組で協力し、垂直に垂らされ
たロープを 15ｍ登る訓練です。　　     

                   （訓練場所／大口出張所）

▲�命綱を結んだ後、垂直はしごを 15
ｍ登る訓練です。　

    　　         （訓練場所／大口出張所）   

▲�水の事故を想定して、常に顔が水面
に出た状態の「クロール」と「平泳ぎ」
でそれぞれ 25ｍずつ泳ぐ訓練です。

          （訓練場所／大口町温水プール）

捨
舟
の
ゆ
ら
り
ゆ
ら
ゆ
ら
春
惜
し
む西

本
　
高
子

苺
食
む
指
よ
り
し
ず
く
滴
ら
す

丹
羽
　
壽
子

さ
そ
は
れ
て
歌
と
お
ど
り
の
春
の
旅宮

下
喜
代
子

春
の
風
抜
け
る
天
守
の
合
戦
図

坪
内
　
あ
や

春
惜
し
む
神
馬
の
瞳
う
る
み
を
り

佐
竹
　
悦
子

花
の
色
少
し
く
す
み
て
春
惜
し
む

前
田
千
代
子

大
水
車
ゆ
つ
く
り
回
り
春
惜
し
む

土
川
喜
一
郎

父
に
似
て
草
刈
る
人
の
土
の
顔

佐
藤
千
志
子

朝
風
に
揺
れ
始
め
た
り
桐
の
花

大
野
　
正
子

石
濡
ら
す
猪
口
一
杯
の
蟇
の
尿

桑
原
　
聡
子

硝
子
窓
の
若
葉
明
か
り
や
柩
置
く

土
川
　
照
恵

幸
を
緑
の
風
が
連
れ
て
く
る

吉
田
　
雄
亮

ま
だ
ま
だ
と
祖
母
は
我
が
家
の
生
き
字
引

安
藤
　
久
子

浮
雲
に
邪
魔
さ
れ
な
が
ら
昇
る
月

日
比
野
文
子

う
た
た
寝
に
帰
り
し
子
ら
の
声
届
く天

野
　
信
和

▽
ロ
ー
プ
応
用
登
は
ん

▽
引
揚
救
助

水
上
の
部
（
１
種
目
）

▽
基
本
泳
法

▽
は
し
ご
登
は
ん

▽
ロ
ー
プ
ブ
リ
ッ
ジ
救
助
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歴
史
民
俗
資
料
館
ご
利
用
案
内

休
館
日　

月
・
火
・
水
曜
日

※�

企
画
展
開
催
中
の
水
曜
日
は

開
館
し
ま
す
。

※�

祝
日
は
開
館

開�

館
時
間　

午
前
９
時
か
ら
午

後
５
時

入
館
料　

無
料

問
合
せ
先　

蘂
94
―

０
０
５
５

バス車内・喫茶ほほえみ・憩いの四季・御桜乃里
一期一会荘・さくら総合病院・大口町役場会計室　

回数券・一日乗車券販売場所回数券・一日乗車券販売場所
全路線1乗車

100円
小学生以下無料

　　　　NPO法人まちねっと大口　月曜日から土曜日（祝日除
く）　午前9時から午後5時　（正午から午後1時を除く）　
蘂22-6642　メールmachinet@owari.ne.jp

問合せ先

コミュニティバスサポート隊では随時メンバーを募集しています。気軽にお問い合わせください！

コ
ミ
バ
ス
に
乗
っ
て
出
か
け
る
の
よ
。

ぜ
ひ
参
加
し
て
ね
！

47
シリーズ

夏休みコミバスにのって親子でわくわくバスツアー

今回の時刻表は、
ぼくと同じ「緑
色」なんだって
♪今年もたくさ
んの人に利用し
てほしいな～

　大口町で唯一の公共交通機関であるコミュニティバスを地域
住民の手で支えていくことのできる仕組みを創るために結成さ
れた「コミュニティバスサポート隊」。コミバスを、多くの人に
知っていただき、活用していただくために日々活動しています。

広報3月号と一緒に配布され
たので、確認してから出か
けようね。バス車内や役場
の町民安全課でも、もらえ
るそうよ。町のホームペー
ジでも確認できるわよ。

桜
太
朗
く
ん

桜
子
ち
ゃ
ん

桜
太
朗
く
ん

平成27年度  活動予定

● コミバスツアーの企画・運営
● ふれあいまつりブース出展
● 交流会・研修会への参加
● 定例会議 （月に1回）
● 役場玄関PRボード作成など

平成26年度  活動報告

● バスのデコレーション
● バス停ベンチ作り
● コミバスツアー「大口町を知ろう！」
● 武豊町コミバス利用促進友の会との交流
● ふれあいまつりブース出展

● バスのデコレーション
● バス停ベンチ作り
● コミバスツアー「大口町を知ろう！」
● 武豊町コミバス利用促進友の会との交流
● ふれあいまつりブース出展

夏
休
み
に
町
内
の
企
業
で
あ
る
ト
ヨ

タ
紡
織
（
株
）
と
大
口
町
役
場
を
訪

問
す
る
ツ
ア
ー
だ
よ
。

トヨタ紡織（株）＆大口町役場見学ツアートヨタ紡織（株）＆大口町役場見学ツアートヨタ紡織（株）＆大口町役場見学ツアー

日時　7月29日（水）　9:30集合　16:00解散
集合解散場所　大口町役場
訪問先　大口町役場→憩いの四季さくら屋でランチ→
　トヨタ紡織（株）　※コミュニティバスで移動します。
対象　小学生以上の親子
募集人数　25名　（先着順）
参加費　大人700 円　小学生500円
　（バス代、ランチ代、保険料込）　
申込み先　7月3日（金）から受け付けをします。費用を
　添えて、NPO法人まちねっと大口へお申し込みください。

夏
休
み
親
子
講
座

　

国
宝
に
指
定
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
島
根

県
松
江
市
に
所
在
す
る
松
江
城
。
松
江
城
を

築
城
し
た
の
は
、
大
口
町
出
身
の
武
将
、
堀

尾
吉
晴
を
は
じ
め
と
し
た
堀
尾
氏
で
す
。

　

夏
休
み
親
子
講
座
で
は
、
堀
尾
氏
ゆ
か

り
の
地
で
あ
る
堀
尾
跡
公
園
周
辺
を
、
資

料
館
学
芸
員
の
解
説
を
交
え
な
が
ら
歩
き

ま
す
。
ま
た
、
過
去
に
堀
尾
氏
邸
宅
跡
で

お
こ
な
わ
れ
た
発
掘
調
査
で
出
土
し
た
戦

国
時
代
の
土
器
に
直
接
触
れ
る
体
験
な
ど
、

堀
尾
氏
に
関
す
る
理
解
を
深
め
ま
す
。

日�

時　

７
月
26
日
豸
　
午
前
10
時
30
分
か

ら
正
午
ま
で
（
雨
天
決
行
）

集
合
・
解
散
場
所　

堀
尾
跡
公
園
駐
車
場

対�

象　

小
学
校
５
年
生
か
ら
中
学
生
（
保

護
者
同
伴
）

定
員　

10
組
程
度

参
加
費　

無
料

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
り
ま
す
。

持�
ち
物　

水
筒
、
タ
オ
ル
、
帽
子
、
傘
（
雨

天
時
）

服�
装　

当
日
は
野
外
を
歩
く
た
め
、
動
き

や
す
い
服
装
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

※��

事
前
に
申
し
込
み
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

７
月
１
日
貉
か
ら
歴
史
民
俗
資
料
館
で

受
け
付
け
ま
す
。

参加者
募集

松
江
城
国
宝
化
記
念

「
松
江
城
を
つ
く
っ
た
堀
尾
氏

　
　
　
ゆ
か
り
の
地
を
歩
こ
う
！
」
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大口町

発生状況
犯罪
大口町

発生状況
犯罪
大口町

発生状況
犯罪
昨年に
比べると減少
平成 26年に
町内で発生した
犯罪件数は 297件

平成26年　犯罪発生件数

凶悪犯（強盗等）

粗暴犯（暴行等）

知能犯（詐欺等）

風俗犯（わいせつ等）

その他（器物損壊等）

302

232

25

18

28

40

5

26

8

1

12

4

3

50

297

228

20

2

43

32

15

28

21

0

9

9

0

51

-5

-4

-5

-16

15

-8

10

2

13

-1

-3

5

-3

1

25年平
成 26年 前年比犯罪別 平

成

空き巣

忍込み

万引き

自転車盗

自動車盗

車上・部品狙い

自販機狙い

犯罪総数

窃 盗 犯

主
な
窃
盗
犯
の
内
訳

94̶005194̶0051
（健康生きがい課）

検�

査
内
容　

問
診
、
血
液
検
査
（
ピ
ロ
リ

抗
体
お
よ
び
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン
検
査
）

対�

象
者　

町
内
に
お
住
ま
い
の
40
歳
以
上

の
方
で
次
に
該
当
す
る
方

�

①�

過
去
に
ピ
ロ
リ
抗
体
お
よ
び
ペ
プ
シ
ノ

ゲ
ン
検
査
を
受
け
た
こ
と
が
な
い
方

②�

ピ
ロ
リ
菌
の
除
菌
を
し
た
こ
と
が
な
い
方

③�

食
道
・
胃
・
十
二
指
腸
に
関
す
る
病
気

で
治
療
中
ま
た
は
手
術
歴
の
な
い
方

※�

詳
細
は
健
康
生
き
が
い
課
に
お
問�

い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

受�

診
方
法　

健
康
生
き
が
い
課
窓
口
に
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。
検
診
票
を
お
渡

し
し
ま
す
。

持�

ち
物　

本
人
確
認
が
で
き
る
書
類
・
ス

タ
ン
プ
式
以
外
の
印
か
ん

実
施
期
間　

7
月
1
日
貉
か
ら
10
月
31
日
貍

実
施
機
関　

町
内
医
療
機
関

自�

己
負
担
額 　

１
０
０
０
円
（
医
療
機
関

窓
口
に
て
お
支
払
く
だ
さ
い
）

※�

こ
の
検
査
の
結
果
だ
け
で
は
ピ
ロ
リ
菌

の
除
菌
は
で
き
ま
せ
ん
。
除
菌
を
す
る

場
合
は
、
胃
の
精
密
検
査
（
胃
の
内
視

鏡
検
査
等
）
が
必
要
と
な
り
ま
す

ピ
ロ
リ
抗
体
お
よ
び
ペ
プ
シ
ノ
ゲ
ン

　
　
　
　
　
　
　
　

検
査
の
費
用
助
成

みんなで進める！

健康おおぐち21 第二次計画
No.14

申込みおよび問合せ　蘂94̶0051

女性のがん検診 (乳がん・子宮頸がん検診 )

 

　がんは様々な部分に発生しますが、男性では胃がん、肺がん、大腸がんにかかる人が多くなっています。
女性は、乳がん、子宮がんで若い世代の方がかかっていることが特徴です。胃がん・肺がん・乳がん・
大腸がん・子宮頸がんは“がん検診”の効果が科学的に証明されているがんです。

　～生活習慣病の発症予防と重症化予防～

「年に１回はがん検診を受けよう！」「年に１回はがん検診を受けよう！」「年に１回はがん検診を受けよう！」

7月17日（金）・8月20日（木）分　申込み受付中

お子様連れで
も

　大丈夫です
♪

　がんは大口町の死亡原因の第１位です。
　がんの予防には、生活習慣の見直しや改善が必要ですが、重症化や死亡を防ぐためには、早期
発見・早期治療が最も重要です。がんは早期の状態では自覚症状がなかったり、気づきにくい場合
もあり、症状がない時に体の確認をすることが大切です。

～がんにかかっている人の割合～
合言葉は
『年に１回はがん検診を
受ける』
『要精密検査になったら、
早めに受診する』

※定員になり次第申し込みを締め切ります。

今
月
の
健
康
俳
句　

今
月
の
健
康
川
柳　

次
々
と
新
茶
が
届
く
文
添
え
て

※
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
大
口
俳
句
会
・
大
口
川
柳
ク
ラ
ブ
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
に
よ
り
、「
こ
こ
ろ
」
の
健
康
づ
く
り
の
一
翼
を
担
っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

荒
谷
富
美
子

今
度
こ
そ
メ
ダ
ル
と
コ
ー
チ
と
も
に
汗

吉
田
雄
亮
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94̶005194̶0051
（健康生きがい課）

　

４
月
か
ら
の
新
し
い
高
齢
者
福
祉
協
力

員
が
、
町
長
か
ら
委
嘱
さ
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
者
福
祉
協
力
員
は
、
在
宅
で
生
活

し
て
い
る
要
支
援
・
要
介
護
認
定
者
や
そ

の
介
護
者
を
支
え
る
こ
と
を
目
的
に
活
動

を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
自
宅
を
訪
問
し
た
時
に
は
、
ど
う
ぞ

お
気
軽
に
ご
相
談
等
し
て
く
だ
さ
い
。
個

人
情
報
に
つ
い
て
は
、
堅
く
守
り
ま
す
。

が
ん
ば
り
ま
す　

高
齢
者
福
祉
協
力
員
で
す

　
　
　
　
　
　
　
　
（
敬
称
略
）

前
列
（
右
か
ら
）

三
輪　

和
子　
　
（
北
小
学
校
区
）

岡
田　

照
代　
　
（
南
小
学
校
区
）

安
藤　

文
子　
　
（
北
小
学
校
区
）

社
本　

良
子　
　
（
南
小
学
校
区
）

三
輪　

賀
子　
　
（
西
小
学
校
区
）

前
田　

芳
子　
　
（
西
小
学
校
区
）

近
藤　

芳
子　
　
（
西
小
学
校
区
）

後
列
（
右
か
ら
）

三
輪　

幾
子　
　
（
南
小
学
校
区
）　

舟
橋
み
ち
よ　
　
（
南
小
学
校
区
）

三
輪
伊
智
代　
　
（
南
小
学
校
区
）

渡
辺　

三
枝　
　
（
北
小
学
校
区
）

能
田　

美
子　
　
（
北
小
学
校
区
）

長
瀬
さ
な
え　
　
（
西
小
学
校
区
）

近
藤
多
岐
子　
　
（
北
小
学
校
区
）

伊
藤　

邦
子　
　
（
西
小
学
校
区
）

対象　町内にお住まいで、勤務先等でがん検診を受ける機会のない方　
受付開始　窓口・電話で受け付けしています　※定員になり次第、受け付けを終了します。
申込み　大口町健康生きがい課（大口町保健センター）　蘂 94－0051
実施場所　健康文化センター（ほほえみプラザ）　１階　多目的室

検診 対象年齢 自己負担費用

大腸がん検診 20歳以上 　400円

子宮頸がん検診 20歳以上
（和暦奇数年生まれ） 　800円

乳がん検診
（MMG）

35歳以上
（和暦奇数年生まれ） 1,000 円

乳がん検診
(超音波 ) 20 歳以上 　700円

※�平成26年度から超音波は毎年受診可能。ただし、
35歳以上の和暦奇数年生まれの人は、ＭＭＧか
超音波のどちらかを選んで１回受診できます。

骨密度測定 20歳以上 　300円

日程 午  前 午  後

7 月 17日
（金）

乳がん検診 (ＭＭＧ )　　
        　  【定員30人】

乳がん検診 (MMG) と子宮
頸がん検診の両方 
                　 【定員40人】

子宮頸がん検診　　　 　　
　　　　　　  【定員30人】

8月 20日
（木）

乳がん検診 (超音波 )　
         　 【定員30人】

子宮頸がん検診
　　　　　　  【定員30人】

乳がん検診 (ＭＭＧ )　  
         　 【定員30人】

乳がん検診 (MMG) と子宮
頸がん検診の両方 
                　 【定員40人】

骨密度測定　　【定員 110人】

※上記のいずれの日も、大腸がん検診の申し込みができます。

年に一度は、がん検診を受けましょう！
保健センターがん検診（集団検診）



消
化
器
系
難
病
患
者
家
族
教
室

　

保
健
所
で
は
、潰
瘍
性
大
腸
炎
や
ク
ロ
ー

ン
病
の
消
化
器
系
難
病
の
患
者
さ
ん
と
そ

の
家
族
を
対
象
に
、
医
療
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。

　

専
門
医
の
先
生
か
ら
病
気
や
治
療
、
日

常
生
活
上
で
の
工
夫
点
等
を
講
義
い
た
だ

き
、
皆
さ
ん
の
質
問
に
も
答
え
て
い
た
だ

き
ま
す
。
ま
た
、
管
理
栄
養
士
の
先
生
か

ら
は
、
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話

し
い
た
だ
き
ま
す
。
参
加
希
望
の
方
、
関

心
の
あ
る
方
は
、
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

日�

時　

7
月
31
日
貊
　
午
後
2
時
か
ら
4

時
ま
で

内��

容
お
よ
び
講
師

▽�

「
炎
症
性
腸
疾
患
の
理
解
と
最
新
治
療
に

つ
い
て
」

　

医
療
法
人
山
下
病
院　

磯
部
祥
さ
ん

▽
「
炎
症
性
腸
疾
患
の
食
事
の
ポ
イ
ン
ト
」

　

��

医
療
法
人
山
下
病
院　

管
理
栄
養
士

　

宮
田
絹
江
さ
ん

会
場　

江
南
保
健
所　

3
階
大
会
議
室

参
加
費　

無
料

申�

込
み
期
間　

6
月
29
日
豺
か
ら
7
月
29

日
貉
ま
で

申�

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先　

　

江
南
保
健
所　

健
康
支
援
課　

　

地
域
保
健
グ
ル
ー
プ
（
難
病
担
当
）

　

蘂
56
ー

２
１
５
７

　

江
南
厚
生
病
院
で
は
、
地
域
住
民
の
皆

様
向
け
に
、
医
療
や
福
祉
に
関
す
る
情
報

を
提
供
し
て
い
く
目
的
で
次
の
よ
う
な
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

　

参
加
は
自
由
で
す
の
で
、
ど
う
ぞ
お
気

軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

日�

時　

７
月
10
日
貊
午
後
１
時
30
分
か
ら

２
時
30
分
ま
で

内�

容　

が
ん
と
共
に
生
き
て
い
く
た
め
に

知
っ
て
お
く
と
よ
い
こ
と

講
師　

が
ん
看
護
専
門
看
護
師

　

祖
父
江
正
代
さ
ん

場
所　

江
南
厚
生
病
院　

2
階
講
堂

問
合
せ
先　

　

江
南
厚
生
病
院
「
医
療
福
祉
相
談
室
」　

　

野
田
・
大
池　

　
蘂
51
ー

３
３
３
３

熱
中
症
や
食
中
毒
に
気
を

付
け
よ
う
！

　

暑
い
夏
を
乗
り
切
る
た
め
に
気
を

付
け
た
い
の
が
、「
熱
中
症
」
と
「
食

中
毒
」
で
す
。

熱
中
症
の
予
防
策　

　

熱
中
症
の
ピ
ー
ク
は
７
月
と
い
わ

れ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢
者
の
方
は

体
内
の
水
分
不
足
や
暑
さ
を
感
じ
に

く
く
な
る
事
か
ら
熱
中
症
に
な
っ
て

も
気
づ
か
ず
、
重
症
化
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
屋
外
だ
け
で
は
な
く
室
内

で
も
起
こ
る
の
で
十
分
に
気
を
付
け

ま
し
ょ
う
。
予
防
方
法
は
簡
単
で
す
。

▽�

こ
ま
め
に
水
分
を
摂
る
。（
１
日

１
．
５
Ｌ
～
２
Ｌ
を
目
安
に
）

▽��

外
出
時
は
帽
子
や
日
傘
を
さ
し
、

水
分
を
持
参
す
る
。

▽��

冷
た
い
タ
オ
ル
な
ど
で
体
を
冷
や

す
。

▽��

す
だ
れ
や
カ
ー
テ
ン
を
使
っ
て
直

射
日
光
を
防
ぎ
、
エ
ア
コ
ン
を
活

用
す
る
。

食
中
毒
の
予
防
策

　

次
に
食
中
毒
で
す
。
食
中
毒
は
食

品
や
飲
料
水
か
ら
感
染
し
、
下
痢
や

腹
痛
、
嘔
吐
な
ど
の
症
状
が
出
ま
す
。

こ
ち
ら
も
予
防
が
大
切
で
す
。

▽�
石
鹸
を
使
っ
て
手
洗
い
を
し
っ
か

り
お
こ
な
う
。

▽�

食
品
に
は
ふ
た
や
ラ
ッ
プ
を
し
て

冷
蔵
庫
に
入
れ
る
（
室
温
に
放
置

し
な
い
）。

▽�

よ
く
加
熱
す
る
。

▽�

調
理
器
具
は
熱
湯
消
毒
な
ど
を
す

る
。

　

参
考
に
し
て
元
気
に
過
ご
し
ま

し
ょ
う
！

問
合
せ
先

　

大
口
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー　

（
社
会
福
祉
法
人
お
お
ぐ
ち
福
祉

会
）
大
口
中
学
校
体
育
館
東
側

　

蘂
94
ー

２
２
２
７

▲ ��5 月 27日貉軽費老人ホーム一期一会荘で
　健康教室をおこないました

14 平成27年7月

94̶005194̶0051
（健康生きがい課）

大口町地域包括支援センター便り

公
開
医
療
福
祉
講
座
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（健康生きがい課）

行　　　　事 日／曜日 受付時間 対　象　者　等

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
（
健
康
文
化
セ
ン
タ
ー
）
２
階　

保
健
セ
ン
タ
ー

BCG予防接種 10（金） 午後 1:00
～ 1:20

平成 27 年 2月生まれ（予診票、母子健康手帳を
持参）※対象以外は要予約

体力測定 10（金） 午後 1:30
～ 2:20 大口町民

４か月児健診 22（水） 午後 1:00
～ 1:20

平成 27 年 3月生まれ　※助産師による母乳相談
もあります。（４か月児健診対象者以外は要予約）

10か月児健診 14（火） 午後 1:00
～ 1:20 平成 26年 9月生まれ

１歳６か月児健診 21（火） 午後 1:00
～ 1:20 平成 25年 12月生まれ

３歳児健診 1（水） 午後 1:00
～ 1:20 平成 24年 6月生まれ

２歳３か月児歯科健診 15（水） 午後 1:00
～ 1:20

平成 25月 4月生まれ
（母子手帳、歯ブラシ、コップ、タオルを持参）

母子健康手帳交付説明会 2（木）
16（木）

午前９:40
～９:50

母子健康手帳発行、妊娠初期の保健指導
（妊娠届出書を持参）

子育て相談室 27（月） 午前９:00
～ 11:00

身長・体重測定、育児・発育・発達相談
※要予約

らくらく離乳食教室 15（水） 午前 9:45
～ 10:00

離乳食前 • 中期のお話とデモンストレーション　
※要予約

保健師・栄養士による
健康相談

10（金）
24（金）

午前９:30
～ 11:30

生活習慣病予防、食生活、その他健康についての相談　
※第 1・3金曜日は戸籍保険課でも相談可。※要予約

歯科衛生士による口腔相談 10（金）
24（金）

午前９:30
～ 11:30

歯についての悩みや、歯のお手入れ方法などの相談　
※要予約

１
階
ロ
ビ
ー

歩く健康の集い 14（火）
28（火）

午前９:30
～９:45 ストレッチ体操、1時間歩行など

ポールウォーキング自主活動 毎週水曜日 午前９:00 ポール体操とポールウォーキング
※予約不要（雨天中止）

男性のポールウォーキング
体験講座 1（水） 午前９:00 ポールの握り方やウォーキング方法を学び、ポール

体操やウォーキングをします（雨天中止）※要予約

ポールウォーキング初心者講習 1（水） 午前９:00 ポールの握り方やウォーキング方法を学びます。
（雨天中止）※要予約

地
域
で
の
介
護
予
防

ひだまりの会
（中小口コミュニティーセンター）

10（金）
24（金）

午前 10:00

外出する機会の少ない高齢者の方を対象に、レクリエー
ション・筋力トレーニング等介護予防活動をおこないます。

しなやかお達者の会
（余野学共施設）

7（火）
21（火） 介護予防のための筋力トレーニングを中心とした

運動・その他レクリエーションをおこないます。しなやかお達者の会
（豊田学共施設）

14（火）
28（火）

15平成27年7月

お
済
み
で
す
か
？
予
防
接
種

　

予
防
接
種
法
に
基
づ
く
予
防
接
種
は

(
無
料
で)

接
種
で
き
る
期
間
が
定
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
母
子
健
康
手
帳
で
接
種
履

歴
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
お
済
み
で
な
い

予
防
接
種
は
期
間
内
に
接
種
を
受
け
て
く

だ
さ
い
。
な
お
、
接
種
時
に
は
大
口
町
発

行
の
予
防
接
種
予
診
票
が
必
要
で
す
。

予防接種の種類 対象者（対象期間）

麻しん風しん（ＭＲ）※１ 1期…1歳から 2歳未満の人
2期…平成21年4月2日から平成22年4月1日生（年長児相当）

二種混合　※１ 小学 6年生（平成 15年 4月 2日から平成 16年 4月 1日生）

日本脳炎　※ 2 1期…生後 90月（7歳半）に至るまでの人
2期…9歳以上 13歳未満の人

四種混合
（三種混合、不活化ポリオ）生後 90月（7歳半）に至るまでの人

ヒブ、小児用肺炎球菌 生後 2か月から 5歳未満の人
水痘 1歳から 3歳未満の人
※1　ＭＲ２期・二種混合予防接種は、平成 28年 3月 31日までが接種期限となります。
※ 2　日本脳炎予防接種は、平成 7年 4月 2日から平成 19年 4月 1日生まれで 1期、2期の接種が　　
　　終了していない方は 20歳未満まで接種ができます。



　月の行事

近隣保育園の駐車場をご利用ください。

7

すいかわり　なつかわあそび　たのしいな（南小１年）
かきごおり　すごくひんやり　おいしいよ（南小２年）
カブトムシ　せみや虫たち　たのしそう（南小３年）

※�各児童センターでは、ぬいとり、川柳、けん玉検定、折り紙、将棋、囲碁、絵本の読み聞かせなどを毎月おこなっ
ています。詳しくは、大口町ホームページや各児童センターにある「センターだより」をご覧ください。

※地域のみなさんも遊びに来てください。そんなふれ合いのできる児童センターを目指しています。

蘂95-3528

蘂95-7141

蘂96-0481

めだか広場（南）・ちびっこ広場（西）・コアラ広場（北）
　3日（金）・6日（月）・10日（金）・13日（月）
※午前10時 30分から11時 30分
※ 3歳までの親子ならどなたでも参加できます。
なかよし（南）（北）（西）　
　7日（火）
※午前 10時 30分から 11時 30分
※平成 27年度満 3歳になるお子さんとその親
※�乳幼児の体重計が設置してあります。ぜひご利用
ください。

16 平成27年7月

★七夕飾り　７月１日（水）、２日（木）午後４時から５時
　短冊に願い事を書いたり、七夕飾りを作ろう！
★絵手紙（元気クラブ主催）　７月24日（金）
　午後 1時30分から 3時30分　持ち物　自分が描きたい物　
　（野菜、葉っぱ、花など）、色鉛筆、クレヨン、水筒　　
　申込み　13日（月）から
★夏休み工作「木のおもちゃ作り」　7月 27日（月）
　午後 1時30分から 3時30分　持ち物　木工用ボンド
　申込み　14日（火）から 23日（木）まで

★野点（元気クラブ主催）　7月 18日（土）
　午前9時30分から正午　定員 30名　費用 100円
　申込み　1日（水）から（先着順）
★夏休み工作「木のおもちゃ作り」　
　7月29日（水）　午後 2時から 3時
　持ち物　木工用ボンド　対象　小学生　定員 30名
　申込み　1日（水）から（先着順）
★�高齢者疑似体験（うさぎとかめ主催）
　7月 31日（金）午後 1時 30分から　対象　小学生

★七夕会（元気クラブ主催）　　7月 6日（月）
午後３時15分から4時　七夕のお話を聞いたりゲームをし
て楽しい時間をすごしましょう。

★テーブル卓球にチャレンジ！ 7月 15日（水）
　午後 3時 30分から 4時 30分　対象　小学生以上
★絵手紙（元気クラブ主催）　7月 28日（火）
　午後 1時 30分から 3時 30分　定員 80名　
申込み　17日（金）から（先着順）　持ち物　自分が描きた
い物（野菜、葉っぱ、花など）、色鉛筆、クレヨン、水筒

▲元気クラブのお母さんとクッキー作りを楽しんでいます
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※写真と本文は関係ありません

http://www14.ocn.ne.jp/~o-tra-ce/

健康文化センター

トレーニングセンター利用についてほほえみプラザ通信

ほほえみプラザ5階 トレーニングセンター
　午前9時から午後9時
申込みおよび問合せ先　蘂94-0057

初めて利用・申込みされる方は初回登録が
必要です。利用カーﾄﾞを作成しますので、
顔写真（3㎝×2.5 ㎝）をお持ちください。
(未成年の方は保護者の印鑑が必要です。)

2 万人体力測定実施中

毎月第 2水曜日は「体力測定の日」
今月は 7月 8日（水）に実施します (予約制 )
時間
①午前 10時から　 ②午前 11時から
③午後 1時から　　④午後 2時から
⑤午後 6時から　　⑥午後 7時から
場所
トレーニングセンター体力測定室 他

バレエの基本のバーレッスンとステップの練習をします。
音楽に合わせて楽しく踊りながら、お行儀・集中力・リズム
感・感性を育てていきます。
日時　毎週水曜日　午後 5時から 6時
受講料　9,260円（３か月）／ １か月 3,090円　
講師　千田あかねさん
対象　４歳から小学校 2年生　定員　20名

ヒップホップを基礎からゆっくり丁寧に、誰でも必ずかっ
こ良く踊れるように指導いたします！
日時　毎週火曜日　午後 5時から 6時
受講料　9,260円（３か月）／ １か月 3,090円　
講師　KAORIさん
対象　年少から　定員　20名

キッズバレエ

キッズダンス

ある日の給食の時間

先�生「もりもり食べて、先生より大きくなっ
てね～」

Ｍ�くん「先生もいっぱい食べると今より大き
くなるの？」

先生「もう少し大きくなっちゃおうかなぁ～」
Ｔくん「ベイマックスと同じになるね…」
Ｍ�くん「それはダメだよ！　先生部屋に入れ

なくなっちゃうよ」
先�生「…」　（そこまでは大きくなりたくない

けど…）
　どんな先生を想像しているんだろう　(*_*;

7 月の園庭開放日
　
入
園
前
の
お
子
さ
ん
を
お
持
ち
の

方
、
保
育
園
へ
遊
び
に
き
ま
せ
ん
か
？

※
時
間
は
午
前
10
時
か
ら
11
時

南
保
育
園

西
保
育
園

北
保
育
園

大
口
中
保
育
園

7
月
2
日
貅
　
22
日
貉

7
月
2
日
貅
　
15
日
貉

7
月
2
日
貅
　
22
日
貉

7
月
13
日
豺
　
27
日
豺



日�

時　

7
月
26
日
豸　

午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
０
時
30
分
ま
で

※
役
場
正
面
玄
関
か
ら
お
入
り
く
だ
さ
い
。

　

銀
行
な
ど
の
キ
ャ
ッ
シ
ュ
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
あ
れ
ば
、
役
場
税
務
課
窓
口
で
簡

単
に
申
請
手
続
き
が
で
き
ま
す
。

※�

申
請
時
、
暗
証
番
号
の
入
力
が
必
要
で

す
。

※�

手
続
き
が
で
き
な
い
金
融
機
関
等
も
あ

り
ま
す
。

▽
家
屋
を
取
り
壊
し
た
ら

登�

記
あ
り
家
屋　

法
務
局
（
春
日
井
市
）

で
滅
失
登
記
を
し
て
く
だ
さ
い
。

登�

記
な
し
家
屋　

役
場
税
務
課
で
取
り
壊

し
届
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
自
動
車
等
を
廃
車
・
譲
渡
し
た
ら

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車　
　
　

ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト
・
印
か
ん
・
標
識

交
付
証
明
書
を
持
参
し
、
役
場
税
務
課

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽
自
動
車
等
を
購
入
し
た
ら

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自
動
車

印
か
ん
・
販
売
証
明
書
ま
た
は
譲
渡
証

明
書
を
持
参
し
、
15
日
以
内
に
役
場
税

務
課
で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※�

住
所
な
ど
申
告
事
項
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
も
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

原
動
機
付
自
転
車
お
よ
び
小
型
特
殊
自

動
車
以
外
の
手
続
き
場
所

三
輪
お
よ
び
四
輪
以
上
の
軽
自
動
車

軽
自
動
車
検
査
協
会
愛
知
主
管
事
務
所

小
牧
支
所

二
輪
小
型
自
動
車
・ 

普
通
車

中
部
運
輸
局
愛
知
運
輸
支
局　

小
牧
自

動
車
検
査
登
録
事
務
所

軽
二
輪
自
動
車
（
１
２
６
cc
か
ら
２
５
０
cc
）

　

愛
知
県
軽
自
動
車
協
会
小
牧
分
室

※
車
両
ご
と
に
異
な
り
ま
す
。

　

1
月
2
日
以
降
に
完
成
（
新
築
・
増
築
）

し
た
物
件
に
つ
い
て
は
、
平
成
28
年
度
か

ら
固
定
資
産
税
の
課
税
対
象
と
な
る
た
め
、

家
屋
調
査
を
お
こ
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
建
物
の
構
造
や
使
用
資
材
を

調
査
し
て
、
来
年
度
の
固
定
資
産
税
を
算

出
す
る
た
め
の
も
の
で
、
事
前
に
調
査
日

時
を
調
整
し
、
当
日
は
職
員
が
訪
問
し
て

お
こ
な
い
ま
す
。

　

調
査
時
に
は
、
家
の
中
に
入
ら
せ
て
い

た
だ
き
、
図
面
な
ど
の
書
類
や
各
部
屋
を

見
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　

役
場　

税
務
課

　

蘂
95
―

１
１
１
3　

収
納
窓
口
の
開
設

納
税
は
便
利
な
口
座
振
替
で

税
に
関
す
る
手
続
き
の
お
知
ら
せ

家
屋
調
査
に
ご
協
力
を

生
涯
学
習
講
座
講
師
募
集

　

生
涯
学
習
課
で
は
「
だ
れ
で
も　

ど
こ
で
も　

気
軽
に
学
べ
る
」
を
モ
ッ
ト
ー

に
、
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
い
ろ
い
ろ
な
講
座
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

更
に
、
町
民
の
方
か
ら
「
こ
ん
な
講
座
を
や
っ
て
み
た
い
」
ま
た
は
「
こ
ん
な

講
座
を
体
験
し
て
み
た
い
」
な
ど
、
率
直
な
ご
意
見
を
伺
い
、
こ
れ
か
ら
も
よ
り

一
層
充
実
し
た
講
座
を
企
画
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
生
涯
学
習
講

座
の
講
師
を
募
集
し
ま
す
。

期
間　

７
月
１
日
貉
か
ら
随
時
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

問�

合
せ
先　

生
涯
学
習
課　

中
央
公
民
館
２
階
（
月
・
火
・
祝
日
休
み
）

　
蘂
95
ー

３
１
５
５　

薨
95
ー

６
７
５
５
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５
月
13
日
付
け
で
大
口
町
議
会
議
員

の
宮
田
和
美
さ
ん
が
、
大
口
町
監
査
委

員
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
。
任
期
は
、
議

員
の
任
期
満
了
ま
で
と
な
り
ま
す
。

　

宮
田
監
査
委
員
に
は
、
町
民
の
皆
さ

ん
に
代
わ
り
、
大
口
町
の
財
務
事
務
や

事
務
の
執
行
等
が
公
正
で
合
理
的
か
つ

効
率
的
に
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
か
を
監

査
す
る
役
割
を
担
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

監査委員選任
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図書館HP　http://www.town.oguchi.aichi.jp/2193.htm
携帯電話　https://ilisod001.apsel.jp/oguchi_library/wopc/pc/mSrv

今�

月
の
休
館
日
　
６
日
豺
、
９
日
貅　

13
日
豺
、
21
日
貂
、
27
日
豺

開
館
時
間　

　

午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時

雑
誌
の
リ
ユ
ー
ス（
無
償
配
布
）

日�

時　

11
日
貍
　
午
前
９
時
か
ら

場
所　

図
書
館　

階
段
付
近

み
ん
な
集
ま
れ
お
は
な
し
会

日�

時　

5
日
豸
　
午
前
10
時
30
分
か
ら

場�

所　

中
央
公
民
館
３
階　

ひ
よ

こ
ル
ー
ム

夏
の
こ
ど
も
映
画
会

日�

時　

12
日
豸
　
午
前
10
時
30
分

か
ら
（
40
分
程
度
）

場�

所　

中
央
公
民
館　

２
階　

視

聴
覚
室

内�

容　
「
あ
っ
ち
ゃ
ん
の
は
た
け
」

「
ド
ナ
ル
ド
ダ
ッ
ク
」「
日
本
の

昔
ば
な
し
」「
お
じ
ゃ
る
丸
」

　

楽
し
い
映
画
４
本
立
！

問
合
せ
先　

蘂
95
―

３
９
９
９

こ
の
本
は
い
か
が
で
す
か
？

第
61
回　

青
少
年
読
書
感
想
文
全
国
コ
ン
ク
ー
ル
課
題
図
書　

特
集
No.
1

▲あしたあさってしあさって

▲かぐやのかご

▲ぼくの、ひかり色の絵の具

▲かあさんのしっぽっぽ

▲パオズになったおひなさま

▲ぼくとテスの秘密の七日間

▲クレヨンからのおねがい！

▲お話きかせてクリストフ

▲ちいさなちいさな

▲はこぶ

▲ぼくはうちゅうじん

▲レジェンド！

小
学
校
低
学
年
の
部

小
学
校
中
学
年
の
部

小
学
校
高
学
年
の
部

※�課題図書は、７月１日から１人１冊の１週間で貸し出します。予約は、小・中学生のカードで１人１冊となります。
（インターネット予約はできません。）
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出展者・ステージ出展者・ステージ

参加者
募集

2013 2015

出展者・ステージ参加者募集出展者・ステージ参加者募集出展者・ステージ参加者募集
10月31日（土）・11月1日（日）

出�展者　大口町のまちづくりにかかわる団体や企業で「ふ
れあいまつり」を一緒につくるという認識で運営、協
力していただける方。出展のテントはすべて小型（270
㎝× 360㎝）のみとします。

出�展内容　団体活動発表、模擬店、バザー、物産、体験、
子育て、健康推進、福祉啓発コーナーなど。

※�調理食品を伴う出展をお考えの団体の方は、食品衛生
責任者が必要です。また、火気器具等を使用する場合は、
消火器の準備が必要になります。まちねっと大口へお
問い合わせください。

ス�テージ参加者（10月31日貍のみ）　幅広い世代の皆さ
んが楽しめるステージ発表をおこなっていただける方。

　ふれあいまつりは、町内で活動する団体や企業が日頃の活動をPRすることで、他の団体や地域住民または行政
と交流しふれあえる場づくりを目的とします。

出演時間は１団体 15分から 20分（準備・片付含
む）とします。また、内容や応募状況によっては、
お受けできない場合もありますのでご了承くださ
い。
申込み締切　7月18日貍
説�明会　8月 23日豸　ほほえみプラザ4階　ほほえ
みホール（ステージ参加者　午後 1時から）（出展
者　午後 2時から）
申�込みおよび問合せ先　NPO法人まちねっと大口　
月曜日から土曜日（祝日除く）　午前9時から午後
5時　(正午から午後 1時を除く )　蘂 22-6642木こりの掲示板木こりの掲示板木こりの掲示板

木こりプロジェクトの掲示板の木こりプロジェクトの掲示板木こりプロジェクトの掲示板木こりプロジェクトの掲示板

木
こ
り
く
ん

木こり活動報告木こり活動報告木こり活動報告

▲北児童センターまつりにて▲れんげまつりにて

木こりプロジェクトでは、4月29日（水）れんげまつり、5月16日（土）北児童センター
まつりに出展しました。活動のパネル紹介や、北保育園建設材の端材を使った、「木
に絵を描こう！」コーナーでは、たくさんの親子連れで賑わいました。

「みんなでつくる
北保育園」を目指
して立ち上げられ
た木こりプロジェ
クト。今月号から
この掲示板で活動
などを紹介してい
きます。

5月26日（火）に、大口町で活動する「大口環境を守る会」
の協力により、タイム技研（株）が所有する岐阜県関市
の山林「21世紀創造の森」から、北保育園建設用の丸
太の運び出し作業を行いました。今後、乾燥・加工さ
れ新しい北保育園に使用されます。

▲大口町NPO登録団体 大口環境を守る会のみなさん▲大口町NPO登録団体 大口環境を守る会のみなさん 問合せ先　役場　政策推進課　蘂 95-1617問合せ先　役場　政策推進課　蘂 95-1617
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午前の部　　（午前10時から正午）

午後の部　　（午後1時30分から3時30分）

ABC～

⑦作って遊んで考えよう！
　「竹のビュンビュンごま」作りとクイズ
　木を使って工作や、木とどんぐりのクイズなど

フランス生まれの魔法の積み木
「カプラ」を使ってナイアガラの滝を作ろう！

エコクラフト（紙バンド）で
カゴを作り、おしゃれに飾ろう

⑥割ばしグライダー工作教室
　割ばしと厚紙でグライダーを作ろう！

講師／おおぐち農業ステーション「地恵の輪」
定員20名　５歳以上小学6年生まで（低学年以下は親子）
参加費　一人150円　持ち物　エプロン､三角巾またはバンダナ、手ふき

講師／ぱんや“なかよしこよし”
定員20名　小学生以上（親子で参加）　参加費　一人500円　
持ち物　エプロン、ふきん2～3枚、筆記用具、持ち帰り用の容器

講師／NPO法人子どもと文化の森
定員20名　誰でもＯＫ　参加費　無料　
持ち物　なし

講師／NPO法人まみーぽけっと
定員25名　小学生以上（低学年は親子）　
参加費　３００円（１個につき）　持ち物　はさみ
講師／大口さくらメイト
定員30名　誰でもＯＫ　参加費　無料　持ち物　なし

講師／大口少年少女発明クラブ
定員20名（1組につき1個作成）　小学生（低学年は親子）　
参加費　５０円（１個につき）　持ち物　はさみ

講師／Ｇenki森もり
定員15名　小学１年生～３年生　
参加費　一人100円　　持ち物　なし

③カプラであそぼう

②パン教室
　親子で楽しく手作りパンを作ろう

①「まゆ団子」を作ろう！
　まゆ団子を作って大口町の食文化を知ろう

④エコクラフトでカゴ作り

⑭ディズニーを大正琴で

いざというときのために親子で
心肺蘇生の体験！夏休みの自由研究にも！

⑧光の箱を作ろう！
　光を当てると美しく輝く光の箱を作ってみよう

⑩「うす焼きパンを作ろう！」と「英語であそぼう」
　マレーシアのうす焼きパン「ロティチャナイ」を
　作って、英語のゲームに挑戦！

⑪レッツチャレンジ！心肺蘇生

⑨デコっちゃおう！！
　シャープペンシルを、
　ガラスストーンでデコってみよう！

ペットボトルで
ガーデニング用風車を作ろう！

シンデレラの「夢はひそかに」他
ディズニーの曲を大正琴で演奏しよう

⑬ペットボトル風車作り

講師／集まれ！まちの芸術家たちの会
定員20組　小学生以上（低学年は親子）
参加費　８００円（１個につき）　持ち物　はさみ、セロテープ（あれば両面テープ）

講師／NPO法人まちねっと大口
定員20名　小学生以上（低学年は親子）　参加費　300円（１個につき）　
持ち物　強力接着剤　（瞬間接着剤不可）

講師／サラダボールCo.
定員24名　小学生以上　参加費　一人２００円
持ち物　エプロン、三角巾、ふきん２枚、筆記用具

講師／NPO法人ウィル大口スポーツクラブ
定員８組１６名　小学生親子　参加費　無料
持ち物　なし　※動きやすい服装で参加してください。

講師／おりひめ
定員２０組　幼児以上（未就学児は親子）　
参加費　一人５０円　持ち物　おりがみ、はさみ、のり

講師／矢戸川をきれいにする会
定員20組　小学生以上（親子参加も可）
参加費　2００円（１個につき）　持ち物　はさみ
講師／モクセイの会
定員８組　小学生以上（低学年は親子）　
参加費　一組３００円　　持ち物　筆記用具

⑫飛ばして回してあそぼう
　「ひっくりかえる」と「こま」
一枚のおりがみがおもちゃに変身！

ABC～

⑤お手玉あそび
　お手玉で楽しくあそぼう !!

地域活動団体の皆さんによる地域づくり

今年の夏も
まちづくり活動が熱い！

今年の夏も
まちづくり活動が熱い！

今年の夏も
まちづくり活動が熱い！今年の夏も
まちづくり活動が熱い！

活動団体の皆さんによる講座です活動団体の皆さんによる講座です

午前の部
午前10時から正午

午後の部
午後1時30分3時30分

午前の部　午前9時30分 受付 ／  午後の部　午後1時 受付

8月7日（木）8月7日（木）8月7日（木）
8月6日（木）8月6日（木）場所および時間／ほほえみプラザ4階　ほほえみホール

申��込みおよび問合せ先　7月1日貉 午前9時15分から18日貍 午後4時30分までに、NPO法人まちねっと大口(月
曜日から土曜日 )へ参加費を添えてお申し込みください。(先着順。電話申込不可 )蘂 22-6642　　
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談
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談

無料相談無料相談
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多重債務者相談 7月15日（水）
午後6時から9時 役場1階相談室　

クレジットサラ金問題等（予約制 前日の午後5時まで）
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966　

法律相談 7月16日（木）
午後1時から4時 役場1階相談室

相続、金銭、隣人トラブル等法律に関する事
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

消費生活相談 7月21日（火）
午前9時から正午 役場1階相談室

悪質商法等に関するトラブル等消費生活全般
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

登記相談 7月22日（水）
午後1時から3時 役場1階相談室

建物の新増築や取り壊し、土地の地目変更等
問合せ先　町民安全課　蘂95-1966

家庭児童相談 7月29日（水）
午前10時から午後3時30分 北児童センター

18歳未満のお子さんをお持ちの方
問合せ先　福祉こども課　蘂94-1222 

若者の
就職相談会

7月24日（金）
午後2時から4時30分

役場1階相談室
就職活動中や仕事に悩みのある15歳から39歳の本人か保護者　
申込みおよび問合せ先　いちのみや若者サポートステーション
蘂0586-64-6349

心配ごと相談

7月  1日（水）午前10時から午後3時30分　
7月15日（水）午前10時から午後3時30分
7月22日（水）午後1時30分 から4時30分
場所　ほほえみプラザ2階　社会福祉協議会

女性相談員、母子・父子自立支援員
女性相談員
高齢・障がい者の弁護士相談
蘂94-0060

ふれあいルーム
おおぐち

児童・生徒の心の居場所として自立を支援するため、相談・指導をおこないます。
日時　月曜日から金曜日　午前９時から午後３時（祝日除く）
場所　ほほえみプラザ２階　（入室希望は、学校教育課　蘂95-4446へご連絡ください）
問合せ先　ふれあいルームおおぐち　蘂95-7773

就学相談

来年４月に小学校に入学する予定で、お子さんの障がいや成長のことで不安を感じている保護者の方
を対象に就学相談窓口を開設しています。
対象者　①身体に障がいのあるお子さん　②知的発達に遅れがみられるお子さん　③情緒面に不安の
あるお子さん　④障がいではないが、成長・発達に遅れがみられるお子さん　⑤病弱・身体虚弱のお
子さん
相談方法　● 電話または学校教育課窓口　● 必要に応じて小学校の見学
相談日時　毎週月曜日から金曜日　午前8時30分から午後5時15分
※祝日および正午から午後１時を除く。
問合せ先　学校教育課　蘂95-4446

たんぽぽ
出張相談

お子さんの発達が気になる保護者の方や、障がいのあるお子さんの養育で不安のある保護者の方を対
象に、たんぽぽ出張相談（教育相談）をおこなっています。申し込みは完全電話予約制ですので、7
月24日（金）までに連絡してください。
詳しい内容についてはお問い合わせください。
● 扶桑町総合福祉センター　日時　8月4日（火）　午前9時から午後4時　蘂0587-91 -1151
● 小牧ふれあいセンター　日時　8月5日（水）　午前9時から午後4時　蘂0568-77-0123
問合せ先　愛知県立一宮東特別支援学校　たんぽぽ相談係　蘂0586-51-5311
　月曜日から金曜日（祝日除く）午前9時から午後5時

（先着順）

（予約制）

（先着順）

（予約優先）

（予約制）

（予約優先）
（予約優先）

（予約制）



日�

時　

7
月
3
日
貊　

午
前
10
時
30
分

か
ら
11
時
30
分

場�

所　

憩
い
の
四
季　

娯
楽
室

※
町
送
迎
バ
ス
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

対
象　

お
お
む
ね
60
歳
以
上
の
方

内�

容
お
よ
び
講
師　

認
知
症
に
な
ら
な

い
た
め
に
「
高
齢
者
の
病
気
と
認
知

症
と
の
関
連
に
つ
い
て
」 

　

さ
く
ら
総
合
病
院
理
事
長

問
合
せ
先　

憩
い
の
四
季　

　
蘂
95
―

１
７
３
９

　

今
年
の
夏
は
、
ゆ
か
た
を
着
て
盆
踊

り
を
楽
し
ん
で
み
ま
せ
ん
か
？　

ど
な

た
で
も
参
加
で
き
ま
す
。

日�

時　

７
月
５
日
豸　

午
後
1
時
30
分

か
ら
3
時
30
分

場�

所　

町
民
会
館
２
階　

ホ
ー
ル

講�

師　

日
本
民
踊
研
究
会　

安
藤
豊
淑

五
さ
ん

費
用　

無
料

持
ち
物　

う
ち
わ
、
上
履
き

主
催　

豊
淑
五
民
踊
同
好
会

※�

事
前
申
し
込
み
は
不
要
で
す
。
随
時

参
加
で
き
ま
す
。

　

愛
知
県
お
よ
び
大
口
町
で
は
、
７
月

１
日
貉
か
ら
８
月
31
日
豺
ま
で
を
「
青

少
年
の
非
行
・
被
害
防
止
に
取
り
組
む

県
民
運
動
」
の
夏
期
運
動
期
間
と
し
て
、

青
少
年
の
非
行
防
止
に
対
す
る
意
識
の

高
揚
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

　

青
少
年
は
自
分
自
身
で
、
深
夜
は
い

か
い
等
不
良
行
為
防
止
や
薬
物
乱
用
防

止
、
適
正
な
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用

等
に
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

　

ま
た
、
家
庭
・
学
校
・
地
域
社
会
が

一
体
と
な
っ
て
、
青
少
年
の
非
行
防
止

の
推
進
を
図
り
ま
し
ょ
う
。

内�

容　

浄
化
セ
ン
タ
ー
の
見
学
や
顕
微

鏡
に
よ
る
微
生
物
の
観
察
、
水
の
汚

れ
を
測
る
実
験
な
ど
、
下
水
道
の
し

く
み
を
楽
し
く
学
習
し
ま
す
。

費
用　

無
料

服
装　

動
き
や
す
い
服
装
・
運
動
靴

持
ち
物　

水
筒
、
タ
オ
ル
、
上
履
き

※
大
人
用
の
ス
リ
ッ
パ
は
用
意
し
ま
す

▽
右
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

日�

時　

７
月
24
日
貊　

１
回
目　

午
前

10
時
か
ら
正
午　

２
回
目　

午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分

場
所　

五
条
川
右
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー　

　
（
岩
倉
市
北
島
町
権
現
山
７
―

１
）

※
現
地
集
合

対�

象　

小
学
生
と
そ
の
保
護
者
（
１
グ

ル
ー
プ
に
保
護
者
１
名
で
も
可
）

定
員　

各
回
20
人
程
（
先
着
順
）

申�

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先　

７
月
１
日

貉
か
ら
受
け
付
け
を
し
ま
す
。
午
前

９
時
30
分
か
ら
午
後
５
時
（
平
日
の

み
）　

五
条
川
右
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー　

　
蘂
０
５
８
７
―

66
―

８
６
５
１

▽
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

日�

時　

７
月
27
日
豺　

１
回
目　

午
前

10
時
か
ら
正
午　

2
回
目　

午
後
１

時
30
分
か
ら
３
時
30
分

場
所　

五
条
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー　

　
（
小
牧
市
新
小
木
４
丁
目
47
番
地
）

※
現
地
集
合

対�

象　

小
学
４
年
生
か
ら
６
年
生
（
保

護
者
同
伴
）

定
員　

各
回
10
組
程
（
先
着
順
）

申�

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先　

７
月
１
日
貉
か
ら
受
け
付
け
を
し
ま

す
。
午
前
９
時
か
ら
午
後
５
時
（
平

日
の
み
）五
条
川
左
岸
浄
化
セ
ン
タ
ー

　

蘂
０
５
６
８
―

75
―

２
９
１
１

～
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、
立
ち
直
り

を
支
え
る
地
域
の
チ
カ
ラ
～

　

７
月
は
、
犯
罪
や
非
行
の
な
い
社
会

を
築
こ
う
と
す
る
「
社
会
を
明
る
く
す

る
運
動
」
の
強
化
月
間
で
す
。
江
南
保

護
司
会
・
大
口
町
更
生
保
護
女
性
会
で

は
、
街
頭
活
動
な
ど
に
よ
る
啓
発
の
ほ

か
、P
ａ
ｉ
ⅹ２
（
ぺ
ぺ
）
の
二
人
を
迎
え
、

「
ト
ー
ク
＆
ラ
イ
ブ
」
を
開
催
し
ま
す
。

日
時　

７
月
26
日
豸

場�

所　

岩
倉
市
総
合
体
育
文
化
セ
ン

タ
ー　

多�

目
的
ホ
ー
ル

時�

間　

午
後
１
時
45
分
か
ら
３
時
30
分

（
開
場　

午
後
１
時
30
分
）

入
場
料　

無
料

講
習
会
・
教
室

講
習
会
・
教
室

さ
く
ら
大
学（
高
齢
者
教
室
）

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

　

95
ー
３
１
５
５

蘂
盆
踊
り
講
習
会

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

　

95
ー
３
１
５
５

蘂

青
少
年
の
非
行
防
止
に
取
り
組
む
県
民
運
動

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

　

95
ー
３
１
５
５

蘂
夏
休
み
親
子
下
水
道
教
室

役
場
／
都
市
整
備
課

　

95
ー
１
６
１
５

蘂

23平成27年7月

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
講
演
会

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂



応�

募
資
格
①
②
18
歳
以
上
27
歳
未
満
の

方　

③
高
卒
（
見
込
を
含
む
）
18
歳

以
上
21
歳
未
満
の
方

採�

用
期
日　

平
成
28
年
３
月
下
旬
か
ら

４
月
上
旬

受�

付
期
間　

８
月
１
日
貍
か
ら
９
月
８

日
貂
ま
で

※�

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
）
は
年
間
を

通
じ
て
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

※�

試
験
期
日
は
採
用
種
目
に
よ
っ
て
違

い
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

　http://www.mod.go.jp/pco/aichi/

申�

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先　

自
衛
隊
愛

知
地
方
協
力
本
部　

小
牧
地
域
事
務

所　

蘂
０
５
６
８
―

73
―

２
１
９
０

日�

時　

７
月
21
日
貂　

午
前
9
時
30
分

か
ら
11
時

※�

毎
月
第
３
火
曜
日
の
同
時
間
に
開
催

し
て
い
ま
す
。

場�
所　

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
議
室

対�
象　

45
歳
以
上
の
健
康
で
働
く
意
欲

の
あ
る
方

24 平成27年7月

　

心
の
病
は
誰
に
で
も
起
こ
り
う
る
こ

と
で
す
。
心
の
健
康
に
つ
い
て
考
え
、「
こ

こ
ろ
病
む
人
」
に
対
す
る
理
解
を
深
め
、

自
立
と
社
会
参
加
を
支
援
す
る
精
神
保

健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
養
成
講
座
を

開
催
し
ま
す
。

日�

時
お
よ
び
内
容　

①
７
月
15
日
貉　

精
神
疾
患
と
は　

②
７
月
22
日
貉　

精
神
障
害
を
も
っ
た
方
の
特
性
や
対

応
に
つ
い
て　

③
７
月
29
日
貉　

地

域
で
生
活
を
支
え
る
と
は
・
施
設
見

学　

④
８
月
7
日
貊　

ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
の
紹
介
・
見
学
等

※�

時
間
は
い
ず
れ
も
午
後
２
時
か
ら
４

時
場�

所　

岩
倉
市
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
３

階
対�

象
者　

心
の
健
康
や
こ
こ
ろ
病
む
人

の
福
祉
に
関
心
が
あ
り
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
関
心
の
あ
る
方

定
員　

30
名

参
加
費　

無
料

申�

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先　

７
月
１
日

貉
か
ら
13
日
豺
ま
で
に
江
南
保
健
所

健
康
支
援
課
こ
こ
ろ
の
健
康
推
進
グ

ル
ー
プ
ま
で
電
話
に
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。
　
蘂
56
―

２
１
５
７

　

平
成
27
年
度
第
2
学
期
（
10
月
入
学
）

の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
放
送
大

学
は
テ
レ
ビ
等
の
放
送
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
通
し
て
学
ぶ
通
信
制
の
大
学

で
す
。
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・
歴
史
・

文
学
・
自
然
科
学
な
ど
、
幅
広
い
分
野

を
学
べ
ま
す
。

出
願
期
間

▽
第
1
回　

8
月
31
日
豺
ま
で

▽
第
2
回　

9
月
20
日
豸
ま
で

※
資
料
を
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

問�
合
せ
先

　

放
送
大
学
愛
知
学
習
セ
ン
タ
ー

　

蘂
０
５
２
―

８
３
１
―

１
７
７
１

※�

放
送
大
学
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

採
用
種
目

①
自
衛
隊　

一
般
曹
候
補
生

②
自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）

③
海
上
・
航
空
自
衛
隊　

航
空
学
生

ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー
会
員
入
会
説
明
会

公
益
社
団
法
人
大
口
町
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー・ワ
ー
ク
セ
ン
タ
ー

　

95
ー
８
１
０
１　

蘂

自
衛
官
募
集

役
場
／
行
政
課

　

95
ー
１
６
９
９

蘂

そ
の
他

そ
の
他

精
神
保
健
福
祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂

　

総
務
大
臣
が
任
命
し
た
国
勢
調

査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。

国
勢
調
査
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

９
月
上
旬

国
勢
調
査
員
が
「
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
回
答
の
利
用
案
内
」
を

配
布
し
ま
す
。

９
月
10
日
（
木
）
か
ら
20
日
（
日
）

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
回
答
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

９
月
26
日
（
土
）
か
ら

パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン

か
ら
回
答
が
な
か
っ
た
世
帯
に

紙
の
調
査
票
を
国
勢
調
査
員
が

配
布
し
ま
す
。

10
月
１
日
（
木
）
か
ら

回
答
し
て
い
た
だ
い
た
紙
の
調

査
票
を
国
勢
調
査
員
が
回
収
し

ま
す
。

※

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回
答
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。
統
計
局

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
国
勢
調
査

の
詳
細
が
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。

http://kokusei2015.stat.go.jp/

平
成
27
年
10
月
１
日
、

国
勢
調
査
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

募　

集

募　

集

放
送
大
学
10
月
生
募
集

中
央
公
民
館
２
階
／
生
涯
学
習
課

　

95
ー
３
１
５
５

蘂



　

尾
北
狂
犬
病
予
防
推
進
協
議
会
で
は
、

次
の
要
件
に
該
当
す
る
犬
の
飼
い
主
の

方
を
「
優
良
飼
養
者
」
と
し
て
表
彰
し

ま
す
。

要
件

①�

登
録
し
て
か
ら
12
年
以
上
継
続
し
て

同
一
犬
を
飼
養
し
、
か
つ
、
狂
犬
病

予
防
注
射
を
毎
年
実
施
し
て
い
る
方

で
、
前
年
度
末
現
在
当
該
犬
が
生
存

し
て
い
る
こ
と
。

②�

飼
養
期
間
中
、
こ
う
傷
事
故
が
な
く
、

適
正
飼
育
し
て
い
る
方

③�

過
去
に
優
良
飼
養
者
表
彰
を
受
け
て

い
な
い
方

応�

募
方
法　

要
件
に
該
当
し
て
い
る
方

は
、
町
か
ら
推
薦
し
ま
す
の
で
環
境

経
済
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

応
募
期
限　

８
月
６
日
貅

犬
の
優
良
飼
養
者
表
彰
式

日
時　

９
月
25
日
貊
　
午
後
２
時
か
ら

場
所　

曼
陀
羅
寺
（
江
南
市
前
飛
保
町
）

※�
被
推
薦
者
に
つ
い
て
は
、
尾
北
狂
犬

病
推
進
協
議
会
で
審
査
の
上
、
表
彰

者
を
決
定
し
ま
す
。

場�

所　

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
２
階　

プ
レ

イ
ル
ー
ム　

内�

容　

ハ
ワ
イ
ア
ン
ソ
ン
グ
に
合
わ
せ

て
体
を
動
か
し
ま
し
ょ
う
。

服�

装　

動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く

だ
さ
い
。

持
ち
物　

水
分
補
給
用
飲
み
物

①�

保
健
師
の
健
康
ワ
ン
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス

ン
②
中
学
生
と
の
ふ
れ
あ
い
体
験

日�

時　

７
月
16
日
貅
　
午
前
11
時
30
分

か
ら
午
後
１
時
（
受
付　

午
前
11
時

20
分
か
ら
）

場
所　

大
口
中
学
校　

礼
法
室

内�

容　

①
生
活
習
慣
病
の
予
防
に
つ
い

て　

　

②
中
学
生
と
ふ
れ
あ
い
ま
し
ょ
う

持�

ち
物　

昼
食
（
必
要
な
方
の
み
）　

大

人
の
方
の
上
履
き
、
汚
れ
物
を
入
れ

る
袋

※�

大
口
中
学
校
へ
お
越
し
の
際
は
、
体

育
館
側
の
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

問�

合
せ
先　

　

N
P
O
法
人
子
ど
も
と
文
化
の
森　
　

　
蘂
94
―

１
２
２
３

　
（
午
後
１
時
か
ら
５
時
）

　

い
よ
い
よ
夏
本
番
、
海
や
山
な
ど
へ

外
出
し
て
楽
し
い
時
間
を
満
喫
で
き
る

季
節
で
す
。

　

こ
の
時
期
は
、
暑
さ
や
解
放
感
か
ら
、

ド
ラ
イ
バ
ー
の
注
意
力
が
散
漫
に
な
り
、

ス
ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
や
飲
酒
運
転
に

よ
る
事
故
の
危
険
性
が
高
ま
り
ま
す
。

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
は
夏
休
み
に
入
り
、

外
出
の
機
会
が
増
加
し
ま
す
。
み
ん
な

が
楽
し
い
夏
と
な
る
よ
う
、
交
通
事
故

防
止
を
心
掛
け
ま
し
ょ
う
。

運
動
期
間

　

７
月
11
日
貍
か
ら
20
日
豺

運
動
重
点

○�

子
ど
も
と
高
齢
者
を
交
通
事
故
か
ら

守
ろ
う

○�

全
て
の
座
席
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
と

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用

し
よ
う

○
飲
酒
運
転
を
根
絶
し
よ
う

フ
ラ
ダ
ン
ス
の
体
操

日�

時　

７
月
２
日
貅
　
午
前
10
時
か
ら

11
時
30
分

25平成27年7月

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

役
場
／
町
民
安
全
課

　

95
ー
１
９
６
６

蘂

犬
の
優
良
飼
養
者
表
彰

役
場
／
環
境
経
済
課

　

95
ー
１
６
１
３

蘂

親
子
ふ
れ
あ
い
広
場

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂

  

雇
用
主
・
事
業
主
の

  

皆
さ
ま
に
お
願
い

▽�

不
法
滞
在
者
な
ど
就
労
が
認
め
ら
れ

て
い
な
い
外
国
人
を
雇
用
す
る
こ
と

が
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

▽�

外
国
人
の
雇
用
に
際
し
て
は
、
必
ず

実
物
の
パ
ス
ポ
ー
ト
、
在
留
カ
ー
ド

等
を
見
て
在
留
資
格
と
在
留
期
間
を

確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

▽�

確
認
を
怠
る
と「
３
年
以
下
の
懲
役
、

３
０
０
万
円
以
下
の
罰
金
、ま
た
は
、

こ
れ
の
併
科
」
に
処
せ
ら
れ
る
こ
と

が
あ
り
ま
す
。

問
合
せ
先

　

愛
知
県
江
南
警
察
署

　

蘂
56
―

０
１
１
０

愛
知
県
警
察
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

police/

コ
ノ
ハ
警
部



東
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
中
国
、
ト
ラ
ッ

ク
・
パ
ラ
オ
諸
島
、
ソ
ロ
モ
ン
諸
島
、

ミ
ャ
ン
マ
ー
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
、
終
戦

70
周
年
記
念
洋
上
慰
霊　
（
特
定
地
域
）

マ
ー
シ
ャ
ル
・
ギ
ル
バ
ー
ト
諸
島

費
用　

参
加
費
と
し
て
10
万
円

申�

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先

　

愛
知
県
遺
族
連
合
会

　

蘂
０
５
２
―

２
３
１
―

６
５
０
４

※�

日
程
等
の
詳
細
は
、
日
本
遺
族
会
事

務
局　

蘂
03
―

３
２
６
１
―

５
５
２
１

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

名
古
屋
税
関
で
は
、
終
戦
時
に
外
地

か
ら
引
き
揚
げ
て
こ
ら
れ
た
方
々
が
税

関
な
ど
に
預
け
ら
れ
た
通
貨
や
証
券
等

を
お
返
し
し
て
お
り
ま
す
が
、
今
な
お
、

引
き
取
り
手
が
な
く
保
管
さ
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
も
の
が
多
数
あ
り
ま
す
。　

　

返
還
請
求
や
お
問
い
合
わ
せ
は
、
ご

本
人
は
も
と
よ
り
ご
家
族
の
方
で
も
構

い
ま
せ
ん
。
お
心
当
た
り
の
方
は
、
お

気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先　

財
務
省
名
古
屋
税
関　

監

視
部
監
視
通
関
部
門

　

蘂
０
５
２
―

６
５
４
―

４
０
６
０

場�

所　

犬
山
国
際
観
光
セ
ン
タ
ー　

フ

ロ
イ
デ

内�

容　

Ｍ
Ｏ
Ｓ
の
資
格
取
得
と
、
タ
ブ

レ
ッ
ト
型
端
末
の
基
礎
知
識
習
得
を

目
指
し
ま
す
。

対�

象　

障
が
い
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
・
精
神
）

定
員　

７
名
（
面
接
で
選
考
）

受�

講
料　

無
料（
テ
キ
ス
ト
代
３
０
０
０

円
は
別
途
必
要
で
す
）

申�

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先　

８
月
５
日

貉
ま
で
に
公
共
職
業
安
定
所
に
て
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

愛
知
県
障
害
者
職
業
能
力
開
発
校

　

蘂
０
５
３
３
―

93
―

２
５
０
５

　

日
本
遺
族
会
は
、「
戦
没
者
遺
児
に
よ

る
慰
霊
友
好
親
善
事
業
」
の
参
加
者
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
厚
生
労
働
省
か
ら
補

助
を
受
け
て
実
施
し
て
お
り
、
先
の
大

戦
で
父
等
を
な
く
し
た
戦
没
者
の
遺
児

を
対
象
と
し
て
、
父
等
の
戦
没
し
た
旧

戦
域
を
訪
れ
、
慰
霊
追
悼
を
お
こ
な
う

と
と
も
に
、
同
地
域
の
住
民
と
友
好
親

善
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

実�

施
地
域
（
広
域
地
域
）　

旧
満
州
、
旧　
　
　
　

ソ
連
、
西
部
ニ
ュ
ー
ギ
ニ
ア
、
ボ
ル

ネ
オ
・
マ
レ
ー
半
島
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
、

　

愛
知
労
働
局
が
取
扱
う
助
成
金
は
現

在
19
種
類
あ
り
ま
す
。

主
な
も
の

▽�

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
や
、
60
歳
以

上
の
高
年
齢
者
等
を
新
た
に
雇
用
し

た
場
合

▽�

３
か
月
を
限
度
と
し
て
、
対
象
労
働

者
を
試
行
的
に
雇
用
し
た
場
合

▽�

有
期
契
約
の
方
を
正
規
社
員
と
し
て

転
換
し
た
場
合
等

　

他
に
も
各
種
助
成
金
が
あ
り
ま
す
が
、

支
給
に
は
一
定
の
要
件
が
あ
り
ま
す
。

詳
細
は
愛
知
労
働
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
あ

い
ち
雇
用
助
成
室　

各
種
助
成
金
案
内
）

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

問�

合
せ
先　

　

愛
知
労
働
局　

あ
い
ち
雇
用
助
成
室　
　

　
蘂
０
５
２
―

２
１
９
―

５
５
１
８

い
ぬ
や
ま
ｅ
ー
パ
ソ
コ
ン　

Ｍ
Ｏ
Ｓ
資

格
対
策
コ
ー
ス

日�

時　

９
月
２
日
貉
か
ら
10
月
23
日
貊

ま
で
の
毎
週
月
曜
か
ら
金
曜
日

　

午
前
９
時
30
分
か
ら
午
後
３
時
30
分
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石
上
げ
祭

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂

終
戦
時
引
揚
者
通
過
・
証
券
等
返
還

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂

事
業
主
の
方
へ
各
種
助
成
金

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂
愛
知
県
障
害
者
委
託
訓
練

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂

戦
没
者
遺
児
に
よ
る
慰
霊
友
好
親
善
事
業

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ
１
階
／
福
祉
こ
ど
も
課

　

94
ー
１
２
２
２

蘂

　

江
戸
時
代
末
期
か
ら
始
ま
っ
た
と
い

わ
れ
、
犬
山
市
無
形
民
俗
文
化
財
で
あ

る
石
上
げ
祭
り
に
参
加
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
祭
り
の
由
来
に
つ
い
て
の
詳
細
は

犬
山
観
光
情
報
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

http://inuyam
a.gr.jp/festival/783

　

日�

時　

８
月
２
日
豸　

午
前
８
時
か
ら

午
後
９
時
ま
で

※�

時
間
内
な
ら
石
を
上
げ
る
時
間
は
自

由
で
す
。

場�

所　

尾
張
冨
士(

犬
山
市
字
富
士
山

３)

内�

容　

石
を
尾
張
冨
士
の
頂
上
ま
で
運

び
上
げ
ま
す
。

申�

込
み
お
よ
び
問
合
せ
先　

グ
ル
ー
プ

(

８
名
以
上)

で
参
加
さ
れ
る
場
合

は
、
尾
張
冨
士
大
宮
浅
間
神
社
ま
で

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　
蘂
０
５
６
８
ー

67
ー

０
０
３
７

※�

個
人
・
家
族
の
場
合
は
当
日
で
も
受

け
付
け
が
で
き
ま
す
。



　平成21年5月21日のスタートか
ら6年が経った「裁判員制度」。平
成26年12月までに7,262人の被告
人に判決が言い渡されました。
● 裁判員になった人の感想は？

　裁判員が裁判手続きに参加し
た日数は、平均約5.3日でした。

非常に良い
経験と感じた
56.0％

3日
17.2％

2日0.7％

4日
28.5％

5日
19.9％

6日
21.2％

7日以上
12.7％

良い経験と
感じた
39.5％

あまり良い経験とは
感じなかった
2.3％

良い経験とは
感じなかった0.9％ 特に感じる

ことはなかった
0.5％

無回答0.9％

やって
みたい
24.4％

積極的に
やってみたい
8.4％

やりたく
なかった
18.7％

特に考えて
いなかった
15.3％

無回答0.8％

あまりやりたく
なかった
32.3％

● 何日くらい参加するの？

　平成26年12月までに選任され
た裁判員の数は41,834人、補充
裁判員の数は14,262人でした。

● どのくらいの人数が選ばれたの？

裁判員制度ウェブサイト
http://www.saibanin.courts.go.jp/

● 裁判員制度についてより詳しく
　知りたい方は…

（裁判員に選ばれる前の気持ち）

（裁判員として裁判に参加した感想）

グラフ内の比率は少数点第二位を四捨五入してい
るため、合計が100％にならない場合があります。
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警
察
官
採
用
試
験

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂

海
で
安
全
に
楽
し
く
遊
ぶ
た
め
に

役
場
／
政
策
推
進
課

　

95
ー
１
６
１
６

蘂

　

愛
知
県
警
は
次
の
内
容
で
、
採
用
試

験
を
お
こ
な
い
ま
す
。

採
用
種
目　

①
警
察
官
A
第
２
回
（
大
学
卒
業
程
度
）

②
警
察
官
B
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

③
警
察
職
員
（
高
等
学
校
卒
業
程
度
）

試
験
期
日　

９
月
20
日
豸

受�

付
期
間　

８
月
17
日
豺
か
ら
９
月
２

日
貉
ま
で

※�

江
南
警
察
署
お
よ
び
江
南
警
察
署
管
内

の
各
交
番
で
６
月
30
日
貂
か
ら
、
採
用

案
内
・
申
込
書
を
取
り
寄
せ
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、
申
込
書
の
受
け
付
け
は

で
き
ま
せ
ん
。
直
接
、
警
察
本
部
採
用

係
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先　

江
南
警
察
署　

警
務
課　

　
蘂
56
―

０
１
１
０　

内
線
２
１
２

▽�

子
ど
も
か
ら
は
絶
対
に
目
を
離
さ
な

い
！

▽�

ボ
ー
ト
に
乗
る
と
き
、
防
波
堤
で
魚

釣
り
を
す
る
と
き
は
大
人
も
子
ど
も

も
ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
を
着
用
す
る
。

▽�

海
が
荒
れ
て
い
る
と
き
は
、
海
に
近

付
か
な
い
！

▽�

携
帯
電
話
は
、
防
水
パ
ッ
ク
等
に
入

れ
、
連
絡
手
段
を
確
保
す
る
！

▽�
海
上
で
の
事
件
・
事
故
の
緊
急
通
報

は
１
１
８
番
へ
！

問
合
せ
先　

名
古
屋
海
上
保
安
部

　

蘂
０
５
２ 
― 
６
６
１ 

― 

１
６
１
５

　

マイギリ式 火おこし器つくり

裁判員裁判の実施状況

　木をまわして火をつける、そんな大昔の火のつけ方を
一度は体験してみたいと思ったことはありませんか？
　この講座では火をおこす道具を作ります。作った後、
実際に火をつけてみましょう。
日時　8月 2日豸　午前 9時から正午
場所　大口中学校　技術室
対�象　小学生以上の親子（小学 1年生から 4年生は保護者

同伴）　
定員　20名
参加費　受講料 1名 100円、　　
　材料費 1台 600円
持��ち物　筆記用具、ボンド、
　30㎝ものさし、彫刻刀
講師　高林徹雄さん
申�込みおよび問合せ先

7月 1日（水）から 26日 (日）まで生涯学習課（中央公
民館２階月・火・祝日休み 蘂95–3155）の窓口で受け
付けをします。　

問合せ先　役場　政策推進課
　蘂95–1616



28 平成27年7月

　

地
産
地
消
で
、
大
口
町
な
ら
で
は
の
パ

ン
の
開
発
を
目
指
し
て
い
る　

ぱ
ん
や　

な
か
よ
し
こ
よ
し 

。
中
央
公
民
館
の
耐
震

補
強
工
事
の
た
め
活
動
を
休
止
し
て
い
ま

し
た
が
、
５
月
か
ら
再
開
し
ま
し
た
。　

　

パ
ン
の
販
売
は
毎
月
第
１
、３
水
曜
日
に

お
こ
な
わ
れ
て
い
ま
す
。
お
昼
前
に
は
完

売
し
て
し
ま
う
人
気
の
パ
ン
屋
さ
ん
。

　

活
動
５
周
年
を
迎
え
る
今
年
は
、
９
月

16
日
貉
に
１
袋
５
０
０
円
の
記
念
パ
ン
の

販
売
、
17
日
貅
は
午
前
11
時
か
ら
午
後
３

時　

町
民
活
動
セ
ン
タ
ー
（
ほ
ほ
え
み
プ

ラ
ザ
２
階
）
で
、
焼
き
た
て
の
パ
ン
や
珈

琲
を
楽
し
め
る
１
日
限
定
の
イ
ー
ト
イ
ン

カ
フ
ェ
を
企
画
中
で
す
。
お
楽
し
み
に
！

　

N
P
O
法
人
ま
ち
ね
っ
と
大
口
主
催
の

団
体
向
け
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
講
座
「
知
ら
な
い

ま
ま
活
動
を
続
け
ま
す
か
？ 

大
口
の
団
体

活
動
応
援
の
し
く
み
」
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

町
担
当
課
の
職
員
が
『
ま
ち
づ
く
り
応
援

の
し
く
み
』
と
『
ふ
る
さ
と
寄
附
金
』
に
つ

い
て
説
明
。
講
座
を
企
画
し
た
N
P
O
法

人
ま
ち
ね
っ
と
大
口
は
「
大
口
町
に
は
、
他

市
町
の
活
動
団
体
の
方
が
羨
む
ほ
ど
の
支
援

制
度
が
あ
り
ま
す
。
自
分
の
団
体
に
活
用
す

る
こ
と
で
、
活
動
の
幅
を
広
げ
る
き
っ
か
け

と
な
れ
ば
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

昨
年
か
ら
中
地
域
自
治
組
織
（
余
野
・

垣
田
・
さ
つ
き
ケ
丘
）
で
は
、
地
域
の
防

犯
・
防
災
の
意
識
を
高
め
よ
う
と
、
毎
月

３
の
付
く
３
日
、
13
日
、
23
日
を
「
防
災
・

防
犯
の
日
」
と
決
め
、
地
域
の
子
ど
も
た

ち
が
描
い
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー
を
持
ち
周
り

で
各
家
庭
の
玄
関
先
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
ポ
ス
タ
ー
を
見
か
け
た

ら
「
防
災
・
防
犯
の
日
」
で
す
。
身
の
回

り
の
安
全
に
つ
い
て
再
度
確
認
を
し
ま

し
ょ
う
。

ぱ
ん
や
　
な
か
よ
し
こ
よ
し　

活
動
再
開
！

中
央
公
民
館

3

16

6

5

水

土

大
口
町
の
団
体
活
動
支
援
の
仕
組
み
を
知
る

ほ
ほ
え
み
プ
ラ
ザ

毎
月
３
の
付
く
日
は
「
防
災
・
防
犯
の
日
」

大
口
町
中
地
域
自
治
組
織

▲ほほえみプラザ（10時 30分〜）中央公民館（11時〜）で販売

▲この日は 15種類のパンを焼き上げました（日により種類は変わります）

▲販売日は朝 6時 30分からパン生地の仕込みをし、焼きたてのパンを提供します

”

“

”

”

毎月
第１・３
水曜日
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ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン
、
交
通
安
全
啓
発
活
動

登
山
教
室

長
野
県
阿
智
村 
富
士
見
台

月土
1816

55

　

お
お
ぐ
ち
元
気
戦
隊
ダ
ッ
シ
ュ
マ
ン
が

昨
年
度
に
引
き
続
き
、
愛
知
県
警
察
本
部

か
ら
交
通
安
全
応
援
サ
ポ
ー
タ
ー
に
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
委
嘱
後
は
近
く
の
シ
ョ
ッ
ピ
ン

グ
セ
ン
タ
ー
に
移
動
し
て
、
大
口
町
商
工

会
女
性
部
員
や
愛
知
北
農
協
の
マ
ス
コ
ッ

ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
愛
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
啓

発
物
品
や
チ
ラ
シ
を
来
店
者
に
配
布
し
、

交
通
安
全
を
呼
び
掛
け
ま
し
た
。

　

27
年
度
前
期
講
座
の
登
山
教
室
で
長
野

県
阿
智
村
の
富
士
見
台
へ
行
き
ま
し
た
。

　

爽
や
か
な
空
気
と
大
自
然
に
囲
ま
れ
、

約
５
時
間
で
約
12
㎞
を
歩
き
ま
し
た
。

　

急
な
坂
道
や
細
い
山
道
な
ど
山
の
厳
し

さ
を
体
験
し
、
リ
ュ
ッ
ク
の
背
負
い
方
、

地
図
の
見
方
、
ま
た
途
中
の
道
に
咲
く
花

や
植
物
の
名
前
も
ガ
イ
ド
か
ら
教
わ
り
ま

し
た
。「
頂
上
に
着
い
た
と
き
の
達
成
感
が

最
高
！
」
と
み
ん
な
で
集
合
写
真
を
撮
り

ま
し
た
。

　

大
口
町
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
主
催
の

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

が
開
催
さ
れ
、
約
２
０
０
名
が
参
加
し
ま

し
た
。

　

ど
の
選
手
も
集
中
し
た
表
情
で
ボ
ー
ル

を
打
ち
、「
入
れ
！
」
と
気
合
い
を
込
め
、

合
計
ス
コ
ア
を
競
い
合
い
ま
し
た
。
結
果

は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

優　

勝　

服
部
和
子
さ
ん

　

準
優
勝　

水
野
末
子
さ
ん

　

３　

位　

水
野
峰
男
さ
ん

　

大
口
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
の
開
講
式

が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
鈴
木
町
長
と
千
田
校
長
か
ら「
工

作
作
り
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ
い
」
と
激
励

の
言
葉
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

ク
ラ
ブ
員
40
名
は
、
式
の
終
了
後
、
作

図
の
仕
方
や
は
さ
み
、
ボ
ン
ド
の
使
い
方

を
指
導
員
か
ら
習
い
ま
し
た
。
今
後
は
、

ハ
ン
グ
グ
ラ
イ
ダ
ー
、
光
の
オ
ブ
ジ
ェ
、

モ
ー
タ
ー
付
自
動
車
な
ど
を
製
作
し
、
も

の
づ
く
り
の
楽
し
さ
と
創
造
す
る
喜
び
を

学
び
ま
す
。

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

総
合
運
動
場

8
6

月

大
口
少
年
少
女
発
明
ク
ラ
ブ
開
講
式

大
口
中
学
校

9
5

土

▲頂上で記念写真
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自
転
車
運
転
者
講
習
制
度
が
ス
タ
ー
ト
！

　６月１日から自転車運転者講習制度がスタートしました。
　飲酒運転や一時不停止、信号無視など、危険行為をくり返す自転車運転者が対
象となります。自転車安全利用五則を守り、交通事故を防止しましょう。
問合せ先　役場　町民安全課　　電話　９５－１９６６

4

５

自転車が加害者となる事故が増加傾向！

平成27年

6月1日
から

自転車に乗る時は、
ルールを守り、

安全運転を心掛けましょう。
を受けることになります。

●自転車運転者講習の対象となる危険行為

●自転車運転者講習制度の流れ

●その他の危険行為

通行禁止違反

通行区分違反

路側帯通行時の歩行者の通行妨害

交差点安全進行義務違反等

交差点優先車妨害等

環状交差点安全進行義務違反等

安全運転義務違反

歩行者用道路における
車両の義務違反（徐行違反）

自転車
安全利用
五則

自転車は、車道が原則、歩道は例外
車道は左側を通行
歩道は歩行者優先で、車道寄りを徐行

安全ルールを守る

子どもはヘルメットを着用

1
2
3

1
2
3

4

５

●飲酒運転・二人乗り・並進の禁止
●夜間はライトを点灯
●交差点での信号遵守と一時停止・安全確認

自転車運転者が危険
行為をくり返す

交通の危険を防止する
ため、都道府県公安委
員会が自転車運転者に
講習受講を命令3年以内に2回以上

講習を受講

講習時間 3 時間
講習手数料 5,700円

受講命令に違反した場合は５万円以下の罰金

　6月 1日から、自転車運転者講習制度がスタートしました。飲酒運転や一時不停止、信号無視
など、危険行為をくり返す 14歳以上の自転車運転者が対象となります。
　危険行為を３年以内に２回以上くり返した場合は、都道府県公安委員会から講習を受けるよ
う命令があります。受講命令に従わなかった場合は５万円以下の罰金となります。また、自転
車安全利用五則を守り、交通事故を防止しましょう。
問合せ先　役場　町民安全課　　蘂 95–1966
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蘂

き
ら
め
き
の
風
景

　
　

〜
い
く
つ
に
な
っ
て
も
男
と
女
〜

△Timeからひとつまみ

町内にお住まいの
　　20代の皆さんがリレーで登場！vol.252

母
の
背
中
を
見
て

広
瀬　

優
樹
さ
ん 

（
河
北
）　

Ｈ
６
・
３
・
９
生

作
業
療
法
士
と
し
て

　

作
業
療
法
士
と
し
て
高
齢
者
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
の
施
設
で
働
い
て
１

年
目
。
母
が
介
護
の
仕
事
を
し
て

い
る
関
係
で
高
校
に
進
学
す
る
と

き
に
勧
め
ら
れ
、
高
校
は
福
祉
課

に
進
み
、
卒
業
後
専
門
学
校
に
通

い
ま
し
た
。
元
々
人
の
面
倒
を
見

る
の
が
好
き
な
の
で
、
誰
か
が
や

ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
仕
事
な
ら
自

分
が
と
思
い
、
決
心
し
ま
し
た
。

毎
日
が
緊
張
と
や
り
が
い

　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
の
仕
事
は
、
朝
、

通
所
者
の
方
を
自
宅
に
迎
え
に
行

く
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。
家
族

の
方
か
ら
聞
い
た
体
調
や
病
状
か

ら
そ
の
方
の
そ
の
日
の
状
態
を
そ

の
場
で
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、

命
に
関
わ
る
こ
と
な
の
で
毎
日
が

緊
張
で
す
。
通
所
者
の
方
は
70
代

か
ら
1
0
0
歳
ま
で
で
、
そ
の
中

に
は
認
知
症
の
方
も
い
て
、
な
か

な
か
思
う
よ
う
に
ケ
ア
が
で
き
な

い
と
き
も
あ
り
ま
す
。
そ
ん
な
と

き
は
未
熟
さ
に
落
ち
込
ん
だ
り
も

し
ま
す
が
、
声
か
け
の
仕
方
や
場

所
を
変
え
て
み
た
り
し
て
工
夫
し

て
い
ま
す
。
通
所
者
の
方
に
と
っ

て
は
自
分
は
孫
み
た
い
な
年
齢
。

若
い
と
い
う
こ
と
も
う
ま
く
利
用

し
て
雰
囲
気
が
明
る
く
な
れ
ば
と

思
っ
て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
無
口

な
方
が
、
お
話
す
る
う
ち
に
一
瞬

で
も
笑
顔
を
見
せ
て
く
れ
た
り
す

る
と
、
心
か
ら
こ
の
仕
事
が
楽
し

い
と
感
じ
ま
す
。

　

母
の
言
う
と
お
り
に
将
来
を
決

め
ま
し
た
が
、
今
は
よ
か
っ
た
な

あ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
大
変
な
仕

事
と
家
庭
を
両
立
し
て
き
た
母
を

尊
敬
し
て
い
ま
す
。

第
64
話
　
イ
ク
メ
ン
今
昔

　

仕
事
が
終
わ
り
、
保
育
園
ま
で
娘
を
迎
え
に

行
く
。「
パ
パ
～
！
」
と
、
満
面
の
笑
み
で
飛

び
込
ん
で
く
る
娘
を
胸
に
、
30
年
以
上
前
の
自

分
の
こ
と
を
思
い
出
す
。

　

当
時
共
働
き
家
庭
だ
っ
た
自
分
を
、
や
は
り

父
親
が
迎
え
に
き
て
い
た
。
そ
の
頃
の
保
育
園

は
ま
だ
お
迎
え
時
間
が
早
く
、
夕
方
教
室
に
一

人
ぼ
っ
ち
で
残
る
寂
し
さ
か
ら
迎
え
に
来
た
父

親
に
向
か
っ
て
「
お
父
さ
ん
と
は
一
緒
に
帰
り

た
く
な
い
」
と
、
反
抗
的
な
態
度
を
と
る
こ
と

も
し
ば
し
ば
で
あ
っ
た
。

　

最
近
母
親
か
ら
、「
当
時
は
お
父
さ
ん
が
仕

事
を
抜
け
て
あ
ん
た
を
迎
え
に
行
き
、
私
が
帰

る
の
を
待
っ
て
自
分
は
ま
た
仕
事
に
戻
る
と
い

う
生
活
だ
っ
た
の
よ
。“
イ
ク
メ
ン
”
と
い
う

言
葉
が
今
ほ
ど
一
般
的
で
は
な
か
っ
た
か
ら
、

職
場
で
も
肩
身
が
狭
い
思
い
を
し
た
ら
し
く
て

ね
、
結
局
転
職
し
た
こ
と
も
あ
っ
た
わ
」 

　

当
時
、
父
親
が
仕
事
を
変
わ
っ
た
こ
と
は

知
っ
て
い
た
が
、
自
分
が
理
由
で
あ
っ
た
な
ん

て
思
い
も
よ
ら
な
か
っ
た
。
ま
し
て
、
そ
ん
な

父
親
に
反
抗
し
て
い
た
な
ん
て
…
。

　

ひ
と
こ
と
詫
び
な
け
れ
ば
と
思
い
、
還
暦
の

祝
い
で
帰
省
し
た
際
に
父
親
を
居
酒
屋
に
連
れ

出
し
た
。
し
か
し
、
面
と
向
か
う
と
な
か
な
か

言
葉
が
出
て
こ
な
い
。
お
互
い
黙
っ
た
ま
ま
苦

い
ビ
ー
ル
を
飲
み
つ
づ
け
、
テ
レ
ビ
の
ナ
イ

タ
ー
中
継
に
視
線
を
向
け
る
。

　

そ
ん
な
自
分
の
様
子
に
何
か
を
察
し
た
の

か
、
父
親
が
「
家
族
み
ん
な
、
元
気
そ
う
で
な

に
よ
り
だ
。
お
前
も
子
育
て
に
頑
張
っ
て
い
る

み
た
い
だ
な
。
親
が
子
ど
も
に
す
る
こ
と
は
何

も
苦
労
だ
と
は
思
わ
な
い
も
の
さ
」
と
語
り
だ

し
た
。

　

や
ば
い
、
涙
が
込
み
上
げ
て
く
る
。

　「イクメン」なんて言葉もな
い時代の父親の育児参加は大変
じゃったろう。
　ワシの知り合いは、子どもが
熱を出したとき奥さんがどうし
ても仕事を休めなかったので「子
どもを病院へ連れて行く」と会
社に電話したら、上司に「嫁さ
ん に 逃 げ ら れ た か？」 と 真 剣
に心配されたことがあったそう
じゃ。（笑）
　保育園の送迎が日課のお父さ
ん、病院に連れて行くお父さん、
10 数年前に比べて確実に見慣れ
た光景になってきておる。
　さて次は「何メン」の時代じゃ
ろうな？。

▲作業療法士として
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１
月
12
日
、
予
定
日
よ
り
３
週
間

早
く
、
で
も
と
っ
て
も
元
気
に
産
ま

れ
て
来
て
く
れ
た
ま
ー
ち
ゃ
ん
。

　

麻
菜
の
麻
は
マ
マ
の
名
前
か
ら
取

り
ま
し
た
。
ま
ー
ち
ゃ
ん
の
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
に
も
麻
が
つ
い
て
い
て
、
三

世
代
受
け
継
が
れ
て
い
る
ん
だ
よ
。

　

み
ん
な
よ
り
少
し
小
さ
か
っ
た

ま
ー
ち
ゃ
ん
も
す
く
す
く
と
大
き
く

な
り
今
で
は
く
る
っ
と
寝
返
り
を
し

た
り
、
パ
パ
や
マ
マ
の
顔
を
見
る
と

微
笑
ん
で
く
れ
た
り
、
タ
ッ
チ
す
る

の
が
好
き
だ
っ
た
り
、
色
ん
な
こ
と

が
出
来
る
様
に
な
っ
て
い
く
ね
。

　

パ
パ
と
マ
マ
は
成
長
し
て
い
く
姿

が
今
の
ま
ー
ち
ゃ
ん
が
好
き
す
ぎ
て

寂
し
く
も
あ
る
け
ど
、
こ
れ
か
ら
色

ん
な
こ
と
を
す
る
の
が
楽
し
み
で
す
。

　

剛
司
君
、
長
い
間
あ
な
た
に
会
え

る
日
を
家
族
み
ん
な
で
楽
し
み
に
し

て
い
ま
し
た
。
早
く
外
の
世
界
を
知

り
た
か
っ
た
の
か
な
？
驚
く
ほ
ど
短

い
時
間
で
大
き
な
産
声
と
共
に
産
ま

れ
て
き
て
く
れ
た
ね
。
そ
の
時
の
幸

せ
な
気
持
ち
を
一
生
忘
れ
な
い
よ
。

　

最
近
で
は
大
き
な
声
で
笑
っ
た
り

お
し
ゃ
べ
り
し
た
り
、
手
足
を
バ
タ

バ
タ
さ
せ
た
り
と
毎
日
忙
し
い
ね
。　
　

　

そ
の
か
わ
い
い
姿
に
家
族
み
ん
な

が
メ
ロ
メ
ロ
だ
よ
。
こ
れ
か
ら
も
い

ろ
ん
な
表
情
を
見
せ
て
く
れ
る
こ
と

を
楽
し
み
に
し
て
い
る
よ
。

　

つ
よ
ち
ゃ
ん
、
お
父
さ
ん
と
お
母

さ
ん
の
と
こ
ろ
に
生
ま
れ
て
き
て
く

れ
て
あ
り
が
と
う
。
大
好
き
だ
よ
。

（
河
北
）

　
　
　
　

お
父
さ
ん　

小
川　

哲
司

　
　
　
　

お
母
さ
ん　
　
　
　

綾

（
下
小
口
）

　
　
　
　

お
父
さ
ん　

小
森　

雅
彦

　
　
　
　

お
母
さ
ん　
　
　
　

千
麻　

こもり　まな ちゃんおがわ　つよし くん

No.743 No.742

○
月
×
日　

最
近
シ
ー
ル
に
目
覚
め

た
リ
コ
ち
ゃ
ん
。
部
屋
の
壁
に
ペ
タ

ペ
タ
ペ
タ
が
毎
日
の
日
課
。
部
屋
が

シ
ー
ル
だ
ら
け
に
な
っ
ち
ゃ
う
よ
ー
。

○
月
×
日　

ア
ン
パ
ン
マ
ン
大
好

き
！
見
か
け
る
た
び
に
、「
ア
ン
パ

ン
！
」
と
大
き
な
声
で
叫
び
ま
す
。

ア
ン
パ
ン
マ
ン
の
よ
う
に
愛
と
勇
気

に
あ
ふ
れ
た
人
に
育
っ
て
ほ
し
い
な
。

○
月
×
日　

た
く
さ
ん
歯
が
生
え
て

き
た
リ
コ
ち
ゃ
ん
。
小
さ
い
体
で
、

び
っ
く
り
す
る
く
ら
い
の
量
の
ご
飯

を
毎
日
モ
リ
モ
リ
食
べ
ま
す
。
そ
し
て

大
き
な
お
腹
を
自
慢
げ
に
ポ
ー
ン
と

ひ
と
叩
き
。
ぽ
っ
こ
り
お
腹
や
ぷ
に
ぷ

に
し
た
体
つ
き
に
癒
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
月
×
日　

お
気
に
入
り
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ

で
歌
っ
て
踊
っ
て
ハ
イ
テ
ン
シ
ョ

ン
！
パ
パ
と
マ
マ
に
も
「
一
緒
に
踊
っ

て
」
と
せ
が
ん
で
き
ま
す
。
次
々
に

新
し
い
歌
と
ダ
ン
ス
を
覚
え
て
い
く

リ
コ
ち
ゃ
ん
。
毎
日
、
着
実
に
成
長

し
て
い
る
ね
。
こ
の
調
子
で
、
ど
ん

ど
ん
た
く
さ
ん
の
こ
と
を
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
、
パ
パ
と
マ
マ
を
驚
か

せ
て
ね
。

山
田　

純
也
さ
ん

　
　
　

麻
理
さ
ん

　
　
　

莉
瑚
ち
ゃ
ん

　
　
　

Ｈ
25
・
10
・
24

　

最
近
、
野
菜
や
果
物
の
天
日
干
し
に
ハ
マ
っ
て

い
ま
す
。
朝
、
出
勤
前
に
野
菜
を
ス
ラ
イ
ス
し
て
、

ザ
ル
に
並
べ
て
ベ
ラ
ン
ダ
へ
。
帰
宅
す
る
頃
に
は
、

旨
み
と
甘
味
が
ぎ
ゅ
ー
っ
と
凝
縮
さ
れ
て
い
ま
す
。

塩
分
も
少
な
く
て
済
む
の
で
お
ス
ス
メ
で
す
♪

　
　
　
　
　

  　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

   

（
か
こ
）   

　

末
っ
子
小
学
６
年
生
の
運
動
会
が
終
わ
り
ま
し

た
。
我
が
家
に
と
っ
て
は
最
後
の
小
学
校
の
運
動

会
。
騎
馬
戦
、
組
体
操
、
ダ
ン
ス
な
ど
、
小
学
校

な
ら
で
は
の
楽
し
い
種
目
が
目
白
押
し
で
し
た
。　

　

こ
れ
で
最
後
だ
と
思
う
と
寂
し
い
で
す
が
、
何

年
か
先
の
孫
の
運
動
会
を
楽
し
み
に
す
る
と
し
ま

す
。　

  　

 　

 　
　
　
　
　
　
　

 　
　

   

（
コ
ウ
）  

人　口	 計　23,347 人　　男性　11,836 人（前月比　− 14 人）
（6 月 1 日現在） 　　　　　 　女性　11,511 人（前月比　＋ 11 人）
世帯数　　8,779 世帯（前月比　+14 世帯）

No.256

余野

り　

こ
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